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同
時
犯
の
意
義
並
び
に
共
同
正
犯
の
意
義
及
び
そ
の
範
囲

ん浄

肌

間

正

泰

同時犯の意義並びに共同正犯の意義及びその範囲

噌二三四

は
じ
め
に

同
時
犯
の
意
義

共
同
正
犯
の
意
義
及
び
そ
の
範
囲

お
わ
り
には

じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
同
時
犯
は
、
同
時
正
犯
な
い
し
多
数
正
犯
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
単
独
犯
が
時
を
同
じ
く
し
て
併
行
的
に
行
わ
れ
る
場
合
に
す
ぎ
な
い
か

ら
、
個
人
責
任
の
原
則
に
基
づ
き
、
各
行
為
者
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
各
自
の
行
為
に
つ
き
、
各
自
の
責
任
の
限
度
に
お
い
て
正

犯
者
の
責
任
を
負
担
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
同
時
犯
は
、
刑
法
総
論
の
上
で
格
別
問
題
が
生
ず
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
同
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

犯
の
範
囲
は
、
共
同
正
犯
の
観
念
を
ど
う
解
す
る
か
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
と
な
る
た
め
か
、
同
時
犯
の
定
義
は
、
論
者
に
よ
っ
て
様
々

で
あ
り
、
同
時
犯
に
つ
き
、
十
分
論
議
が
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
刑
法
二
〇
七
条
は
、
刑
事
法
の
大
原
則
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の
例
外
と
し
て
同
時
傷
害
の
特
則
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
の
で
、
刑
法
二
〇
七
条
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
同
時
犯
の
意
義
が
間
題
と
な
る

筈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
時
犯
の
意
義
が
刑
法
総
論
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
た
め
も
あ
っ
て
か
、
あ
る
い
は
刑
法
二
〇
七
条
が
刑
事
法
の

大
原
則
の
例
外
を
定
め
て
い
る
た
め
か
、
論
者
の
関
心
は
、
専
ら
刑
事
法
の
大
原
則
の
例
外
で
あ
る
本
条
の
当
否
、
そ
の
法
的
性
質
、
適

用
要
件
及
び
適
用
範
囲
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
刑
法
二
〇
七
条
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
に
論
者
が
同
時
犯

の
意
義
に
触
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
不
十
分
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
論
者
は
、

そ
れ
を
共
同
正
犯
と
の
関
連
で
ほ
と
ん
ど
論
じ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
わ
が
国
の
刑
法
二
〇
七
条
が
「
…
…
共
同

者
二
非
ス
ト
錐
モ
共
犯
ノ
例
二
依
ル
」
と
し
て
処
断
に
関
す
る
特
別
規
定
を
置
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ド
イ
ッ
刑
法
二
二
七
条
、
イ
タ

リ
ア
刑
法
五
八
八
条
等
に
あ
っ
て
は
、
「
殴
り
合
い
へ
の
関
与
」
（
切
§
目
讐
轟
導
当
零
の
。
募
α
q
Φ
憲
）
、
「
け
ん
か
」
（
田
馨
）
と
し
て
特

殊
な
構
成
要
件
を
定
め
て
い
て
．
わ
が
国
の
刑
法
の
よ
う
に
「
…
…
共
同
者
二
非
ス
ト
難
モ
共
犯
ノ
例
二
依
ル
」
と
い
う
よ
う
な
規
定
の

仕
方
を
し
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
い
は
よ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
刑
法
二
〇
七
条
に
つ
い
て
は
、
本
条
の
目
的
及
び
そ
の
当
否
と
も
関
連
し
て
そ
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
種
々
の
見
解
が
展

開
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
錯
綜
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
本
条
の
適
用
要
件
に
つ
い
て
も
責
任
主
義
と
の
関
連
で
し
ぽ
り
を
か
け
る
試
み
を

　
　
（
3
）

す
る
判
例
も
展
開
さ
れ
、
更
に
は
本
条
の
適
用
範
囲
い
か
ん
に
つ
い
て
も
見
解
の
対
立
が
み
ら
れ
る
等
、
刑
法
二
〇
七
条
は
講
学
上
も
興

味
の
尽
き
な
い
規
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
別
稿
（
拙
著
・
「
刑
法
二
〇
七
条
（
同
時
傷
害
）
に
つ
い
て
」
広
島
法
学
一
一
巻

二
号
（
昭
六
三
）
一
五
頁
以
下
）
に
譲
り
、
本
稿
で
は
、
同
時
犯
の
意
義
及
び
刑
法
二
〇
七
条
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
同
時
犯
の
意
義
並
び
に

刑
法
二
〇
七
条
の
同
時
犯
の
意
義
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
共
同
正
犯
の
意
義
及
び
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
、
私
見
を
開
陳
し
て
み
た
い
と
思
う
。

そ
の
理
由
は
、
刑
法
二
〇
七
条
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
同
時
犯
の
態
様
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
が
共
同
実
行
の
意
思
の
下
で
な
さ
れ
れ
ば
刑
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

六
〇
条
の
共
同
正
犯
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
刑
法
二
〇
七
条
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
同
時
犯
に
論
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
同
正
犯
の

意
義
及
び
そ
の
範
囲
が
明
確
に
な
る
も
の
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
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な
お
、
刑
法
二
〇
七
条
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
同
時
犯
の
意
義
に
関
心
を
向
げ
る
筆
者
は
、
大
野
真
義
”
墨
谷
　
葵
編
要
説
刑
法
総
論

（
昭
和
六
一
年
）
の
二
版
の
校
正
の
際
に
、
刑
法
二
〇
七
条
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
共
同
正
犯
の
意
義
及
び
そ
の
範
囲
に
関
す
る
帰
結
を
無
理

を
い
っ
て
追
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
．
す
な
わ
ち
、
「
二
〇
七
条
の
同
時
傷
害
の
特
則
の
解
釈
論
か
ら
す
る
と
、
共
同
正
犯
と
は
二
人
以

上
の
者
が
意
思
の
連
絡
の
も
と
に
同
一
ま
た
は
同
種
の
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
を
い
う
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
種
の
犯

罪
間
以
外
に
も
共
同
正
犯
を
肯
定
す
る
行
為
共
同
説
は
妥
当
で
な
く
、
ま
た
同
種
の
犯
罪
の
実
行
で
も
よ
い
か
ら
罪
名
の
従
属
を
説
く
犯

罪
共
同
説
も
妥
当
で
な
い
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
同
一
ま
た
は
同
種
の
犯
罪
で
あ
る
限
り
、
結
果
的
加
重
犯
の
、
ま
た
故
意
犯
と
結
果
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

加
重
犯
の
共
同
正
犯
が
二
〇
七
条
の
解
釈
論
か
ら
肯
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
」
と
。
筆
者
は
、
詳
細

は
刑
法
二
〇
七
条
等
と
し
て
取
り
上
げ
る
際
に
言
及
す
る
趣
旨
で
、
と
り
あ
え
ず
右
事
柄
を
要
説
刑
法
総
論
に
追
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
で
あ
る
が
、
右
事
柄
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
講
義
の
際
に
述
べ
る
に
当
た
っ
て
躊
躇
を
覚
え
、
そ
こ
で
筆
者
は
、
そ
れ
に
つ
き
青
柳
文
雄

先
生
に
も
お
教
え
を
乞
う
た
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
最
後
に
お
教
え
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
感
激
も
一
入

　
　
　
、

で
あ
り

　
（
1
）

　
（
2
）

　
（
3
）

　
（
4
）三
日
刑
録
一
七
輯
三
四
五
頁
、

八
頁
、

和
三
〇
年
二
月
三
日
裁
特
二
巻
一

（
5
）

青
柳
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
つ
つ
、
本
稿
を
取
り
上
げ
た
こ
と
を
ま
ず
は
じ
め
に
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き
た
い
。

植
松
　
正
・
再
訂
刑
法
概
論
－
総
論
（
昭
四
九
）
三
五
四
頁
は
、
「
並
行
犯
と
い
う
表
現
の
方
が
実
体
を
よ
く
示
し
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

大
塚
　
仁
・
刑
法
概
説
（
総
論
〉
改
訂
版
（
昭
六
一
）
二
四
〇
頁
、
大
野
平
吉
・
共
犯
の
従
属
性
と
独
立
性
（
昭
三
九
）
噸
六
七
頁
以
下
等
。

秋
田
地
裁
大
曲
支
判
昭
和
四
七
年
三
月
三
〇
日
判
例
時
報
六
七
〇
号
一
〇
五
頁
。

大
判
明
治
四
三
年
二
月
四
日
刑
録
一
六
輯
噸
八
四
四
頁
、
大
判
明
治
四
四
年
三
月
二
日
刑
録
一
七
輯
二
四
六
頁
、
大
判
明
治
四
四
年
三
」
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
判
大
正
三
年
七
月
一
四
日
刑
録
二
〇
輯
一
五
一
〇
頁
、
大
判
昭
和
二
年
六
月
二
七
日
法
律
評
論
一
六
巻
刑
法
一
八

　
最
判
昭
和
…
二
年
六
月
一
二
日
裁
判
集
刑
事
二
号
四
四
五
頁
、
名
古
屋
高
判
昭
和
二
五
年
七
月
二
二
日
判
特
＝
二
号
六
五
頁
、
東
京
高
決
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
二
・
三
合
併
号
三
八
頁
。

筑
間
・
大
野
“
墨
谷
編
著
要
説
刑
法
総
論
（
第
二
版
〉
（
昭
六
一
）
二
九
九
頁
以
下
。
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二
　
同
時
犯
の
意
義

　
刑
法
二
〇
七
条
か
ら
導
ぎ
出
さ
れ
る
同
時
犯
は
、
刑
法
総
論
で
論
じ
ら
れ
る
同
時
犯
の
一
種
で
は
あ
る
が
、
そ
の
す
べ
て
を
カ
パ
ー
す

る
も
の
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
が
学
説
上
意
識
さ
れ
な
い
ま
ま
論
じ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

同
時
犯
の
意
義
に
つ
き
刑
法
総
論
で
論
じ
ら
れ
て
い
て
も
、
刑
法
二
〇
七
条
を
取
り
上
げ
る
際
に
は
同
条
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
同
時
犯
の

意
義
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
共
同
正
犯
に
当
た
ら
な
い
も
の
が
同
時
犯
で
あ
る

と
把
握
さ
れ
る
た
め
か
、
共
犯
の
本
質
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
に
よ
っ
て
同
時
犯
の
範
囲
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に

伴
っ
て
か
総
論
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
同
時
犯
の
定
義
も
多
岐
に
分
れ
て
錯
綜
し
て
ば
か
り
か
、
刑
法
二
〇
七
条
を
論
ず
る
際
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
同
時
犯
の
定
義
も
極
め
て
不
十
分
な
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
、
刑
法
総
論
で
試
み
ら
れ
て
い
る
同
時
犯
の
定
義
を
列
挙
し
た
上
で
、
諸
説
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
学
説
に
は
、
①
「
二
人
以
上
の
者
が
偶
々
時
を
同
じ
く
し
て
同
一
対
象
に
対
し
、
犯
罪
を
な
す
と
き
は
こ
れ
を
『
同
時
犯
』
と
い
う
」

と
す
る
も
の
、
②
「
同
時
犯
は
同
時
正
犯
（
Z
①
冨
暮
ぎ
毯
富
3
と
も
い
い
、
単
独
犯
（
単
独
正
犯
）
、
共
同
正
犯
と
と
も
に
正
犯
の
一
種

で
あ
る
。
二
人
以
上
の
行
為
者
が
、
意
思
の
連
絡
な
し
に
、
同
一
客
体
に
対
し
、
時
を
同
じ
く
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
犯
罪
構
成
要
件
に
該
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

す
る
違
法
、
有
責
な
行
為
を
行
う
ば
あ
い
を
い
う
」
と
す
る
も
の
、
③
「
同
時
犯
と
は
、
二
人
以
上
の
行
為
者
が
、
意
思
の
連
絡
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

に
、
時
を
同
じ
く
し
て
、
同
一
の
客
体
に
対
す
る
同
一
の
犯
罪
を
実
行
す
る
ば
あ
い
を
意
味
す
る
」
と
す
る
も
の
、
④
「
同
時
犯
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

複
数
行
為
者
が
、
意
思
の
連
絡
な
し
に
、
同
時
に
同
一
客
体
に
対
し
て
、
一
定
の
犯
罪
を
実
行
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
も
の
、
⑤

「
こ
れ
（
同
時
犯
ー
筆
者
注
）
は
、
二
人
以
上
の
行
為
者
が
、
時
を
同
じ
く
し
て
同
一
客
体
に
向
け
て
同
種
の
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
で

（
1
0
）

あ
る
」
と
す
る
も
の
、
⑥
　
「
二
人
以
上
の
者
が
協
力
関
係
な
く
、
た
ま
た
ま
同
一
機
会
に
同
一
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為
を
し
た
場

　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

合
を
い
う
」
と
す
る
も
の
、
⑦
「
同
時
犯
と
は
、
二
人
以
上
の
者
が
意
思
の
連
絡
な
し
に
同
一
の
犯
罪
事
実
を
実
現
す
る
こ
と
を
い
う
」
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と
す
る
も
の
、
⑧
「
同
時
犯
と
は
客
観
的
に
見
れ
ば
、
数
人
の
行
為
に
依
り
、
一
定
の
犯
罪
事
実
を
実
現
せ
ら
れ
る
点
共
同
正
犯
と
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

一
で
あ
る
が
、
主
観
的
に
見
れ
ば
其
の
数
人
問
に
共
同
関
係
（
意
思
の
連
絡
と
共
同
加
巧
）
の
存
し
な
い
点
に
於
て
異
る
」
と
す
る
も
の
、

⑨
　
「
行
為
者
間
並
思
思
連
絡
ナ
キ
場
合
ハ
ニ
人
以
上
ノ
者
力
同
時
同
所
二
於
テ
同
種
ノ
犯
罪
行
為
ヲ
為
ス
モ
共
同
正
犯
ト
言
フ
ヘ
カ
ラ

（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

ス
」
と
す
る
も
の
、
⑩
大
塚
仁
教
授
の
見
解
で
あ
る
が
、
教
授
は
、
刑
法
概
説
（
総
論
）
（
昭
三
八
二
八
八
頁
等
で
は
、
「
…
…
同
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

の
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
を
い
う
」
と
さ
れ
、
ま
た
福
田
口
大
塚
著
刑
法
総
論
1
（
昭
五
五
）
三
三
七
頁
等
で
は
、
「
…
…
同
種
の
犯
罪
を

実
行
す
る
場
合
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
刑
法
概
説
（
総
論
）
〔
改
訂
版
〕
（
昭
六
一
）
二
四
〇
頁
で
は
コ
メ
ン
ト
を
付
さ
れ
、
「
同

時
犯
（
乞
書
睾
藝
①
馨
富
詩
竃
①
ぼ
拭
ひ
器
。
富
ε
と
は
、
二
人
以
上
の
行
為
者
が
、
意
思
の
連
絡
な
し
に
、
時
を
同
じ
く
し
て
、
同
一
客
体

に
対
す
る
同
一
の
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
を
い
う
」
と
さ
れ
た
上
で
、
「
同
時
犯
は
、
故
意
犯
に
限
ら
ず
、
過
失
犯
に
つ
い
て
も
認
め
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

る
。
ま
た
、
犯
罪
の
種
類
が
同
一
で
あ
る
場
合
に
限
ら
ず
、
異
な
っ
た
犯
罪
の
同
時
犯
も
考
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
る
も
の
、
⑪
「
『
同
時

犯
』
（
2
魯
聲
藝
Φ
§
富
ε
と
は
二
人
以
上
の
正
犯
者
が
、
共
同
の
意
思
す
な
わ
ち
意
思
の
連
絡
な
く
し
て
、
同
時
に
又
は
同
時
に
近
い
前

後
の
関
係
に
お
い
て
犯
罪
を
実
行
す
る
こ
と
を
い
い
、
『
多
数
正
犯
」
（
ぎ
年
藝
。
冨
昌
聾
）
と
も
い
い
、
又
、
共
同
正
犯
と
と
も
に
『
多
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

正
犯
』
の
一
種
と
も
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
す
る
も
の
．
⑫
「
二
人
以
上
の
者
が
意
思
の
連
絡
な
く
同
時
に
同
一
の
犯
罪
ま
た
は
異
な
る
犯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

罪
を
犯
し
た
場
合
は
、
共
同
正
犯
で
は
な
く
各
々
単
独
正
犯
で
あ
り
、
同
時
犯
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
」
と
す
る
も
の
、
⑬
「
同
時
犯
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

は
、
併
存
す
る
単
独
犯
が
両
者
相
ま
っ
て
、
は
じ
め
て
構
成
要
件
的
結
果
の
発
生
を
可
能
と
す
る
ば
あ
い
に
か
ぎ
る
と
で
も
い
う
べ
き
か
」

と
し
ぼ
り
を
か
け
る
も
の
等
が
あ
る
。

　
思
う
に
、
ま
ず
第
一
に
、
刑
法
二
〇
七
条
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
同
時
犯
は
、
同
一
の
客
体
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
）

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
同
時
犯
は
す
べ
て
の
犯
罪
に
つ
い
て
可
能
で
あ
る
か
ら
、
犯
罪
の
中
に
は
、
不
退
去
罪
（
刑
法
一
三
〇
条
後
段
）
、
単

純
逃
走
罪
（
刑
法
九
七
条
）
、
公
然
狽
褻
罪
（
刑
法
一
七
四
条
）
等
の
よ
う
に
行
為
の
客
体
を
欠
く
犯
罪
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
に
あ
っ
て
も
、

二
人
以
上
の
行
為
者
が
、
意
思
の
連
絡
な
し
に
、
時
を
同
じ
く
し
て
、
併
行
的
に
行
い
さ
え
す
れ
ば
、
同
時
犯
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
。
し
た
が
っ
て
、
①
、
②
、
③
、
④
、
⑤
、
⑩
の
見
解
の
よ
う
に
、
同
時
犯
の
概
念
要
素
と
し
て
、
「
同
一
の
客
体
」
と
い
う
こ
と

を
持
ち
込
む
こ
と
は
妥
当
で
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
．
同
時
犯
は
す
べ
て
の
犯
罪
に
つ
い
て
可
能
で
あ
る

か
ら
、
同
時
犯
と
し
て
行
わ
れ
る
犯
罪
は
、
異
な
る
客
体
に
向
け
ら
れ
て
も
よ
い
筈
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
見
て
も
、
同
時
犯

の
概
念
要
素
と
し
て
、
「
同
一
の
客
体
」
と
い
う
こ
と
を
持
ち
込
む
の
は
妥
当
で
な
い
と
思
う
。
第
二
に
、
公
然
狽
褻
罪
（
刑
法
一
七
四
条
）

等
の
よ
う
な
挙
動
犯
が
、
時
を
同
じ
く
し
て
行
わ
れ
る
と
同
時
犯
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
⑱
の
見
解
の
よ
う
に
、
「
併
存

す
る
単
独
犯
が
両
者
相
ま
っ
て
．
は
じ
め
て
構
成
要
件
的
結
果
の
発
生
を
可
能
と
す
る
ば
あ
い
に
か
ぎ
る
と
で
も
い
う
べ
き
か
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

よ
う
な
し
ぼ
り
を
同
時
犯
に
か
け
る
必
要
は
な
く
、
こ
の
見
解
も
妥
当
で
な
い
と
思
う
。
第
三
に
、
同
時
犯
は
、
構
成
要
件
に
該
当
し
違

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

法
な
行
為
で
あ
れ
ば
足
り
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
②
の
見
解
の
よ
う
に
、
「
有
責
な
行
為
を
行
う
ば
あ
い
を
い
う
」
と
い
う
こ
と
も
同
時
犯

の
概
念
要
素
と
し
て
は
無
用
で
あ
る
と
思
う
。
第
四
に
、
後
述
す
る
よ
う
に
刑
法
二
〇
七
条
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
同
時
犯
に
あ
っ
て
は
、

同
一
又
は
同
種
の
犯
罪
を
行
う
場
合
を
い
い
、
刑
法
二
〇
七
条
の
同
時
犯
が
、
刑
訴
法
九
条
一
項
二
号
前
段
の
「
数
人
が
共
に
同
一
の
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

を
犯
し
た
と
き
」
に
該
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
争
い
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
同
一
と
い
う
こ
と
に
は
、
狭
義
の
同
一
と
、
こ
れ
に
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

種
を
も
含
め
た
広
義
の
同
一
と
い
う
こ
と
が
あ
る
筈
で
あ
る
．
し
た
が
っ
て
、
⑥
の
見
解
の
よ
う
に
、
「
同
一
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る

行
為
を
し
た
場
合
を
い
う
」
と
か
、
⑦
の
見
解
の
よ
う
に
、
「
同
一
の
犯
罪
事
実
を
実
現
す
る
こ
と
を
い
う
」
と
い
う
こ
と
を
同
時
犯
の

概
念
要
素
と
す
る
こ
と
も
妥
当
で
な
い
し
、
④
の
見
解
の
よ
う
に
、
「
一
定
の
犯
罪
を
実
行
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
か
、
⑧
の
見
解
の
よ

う
に
、
「
一
定
の
犯
罪
事
実
」
と
い
う
こ
と
も
同
時
犯
の
概
念
要
素
と
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
と
思
う
。
ま
た
、
③
の
見
解
が
説
く
「
同

一
の
犯
罪
を
実
行
す
る
ば
あ
い
を
意
味
す
る
」
と
い
う
場
合
の
同
一
と
い
う
こ
と
は
、
恐
ら
く
や
狭
義
の
同
一
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
曖
昧
と
い
う
ほ
か
な
く
、
ま
た
、
同
時
犯
に
は
、
異
種
の
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
も
含
ま
れ
て
よ

い
筈
で
あ
る
か
ら
、
③
の
見
解
も
妥
当
で
な
い
と
思
う
．
ま
た
、
⑤
と
⑨
の
見
解
は
、
「
同
種
の
犯
罪
」
と
い
う
こ
と
の
み
を
同
時
犯
の

概
念
要
素
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
同
種
と
い
う
概
念
の
中
に
は
同
一
と
い
う
こ
と
は
含
ま
れ
な
い
ば
か
り
か
、
同
時
犯
に
は
、
異
種
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の
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
も
含
ま
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
⑤
と
⑨
の
見
解
も
妥
当
で
な
い
こ
と
に
な
る
、
以
上
検
討
し
て
ぎ
た
と
こ
ろ

か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
⑪
と
⑫
の
見
解
が
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
⑫
の
見
解
が
説
く
「
同
一
の
犯
罪
ま
た
は
異
な
る
犯

罪
」
と
い
う
場
合
、
同
種
の
犯
罪
が
同
一
の
犯
罪
の
中
に
含
ま
れ
る
の
か
、
異
な
る
犯
罪
の
中
に
含
ま
れ
る
の
か
、
や
や
明
瞭
性
を
欠
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
、
⑪
の
見
解
は
、
同
時
犯
の
概
念
要
素
と
し
て
、
「
同
一
若
し
く
は
同
種
又
は
異
種
」
と
い
う

こ
と
を
明
示
し
て
い
な
い
が
、
刑
法
二
〇
七
条
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
同
時
犯
は
、
後
述
の
よ
う
に
「
同
一
又
は
同
種
」
の
犯
罪
を
実
行
す

る
場
合
も
含
む
も
の
と
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
同
時
犯
の
概
念
要
素
と
し
て
「
同
一
若
し
く
は
同
種
又
は
異
種
」

と
い
う
こ
と
を
も
取
り
入
れ
て
同
時
犯
の
定
義
を
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
以
上
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
を
踏
ま
え
て
、
同
時
犯
の
定
義
を
す
る
と
、
同
時
犯
と
は
、
二
人
以
上
の
行
為
者
が
、
意

思
の
連
絡
な
し
に
、
同
時
に
又
は
同
時
に
近
い
前
後
の
関
係
に
お
い
て
、
同
一
（
狭
義
）
若
し
く
は
同
種
又
は
異
種
の
、
又
は
、
同
一

（
広
義
）
又
は
異
種
の
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
を
意
昧
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
行
為
の
場
所
は
、
必
ず
し
も
同
一
で
あ
る

こ
と
を
要
し
な
い
か
ら
、
大
塚
教
授
が
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
た
と
え
ば
、
甲
は
東
京
か
ら
．
乙
は
大
阪
か
ら
、
同
時
に
、
名
古
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

に
い
る
丙
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
脅
迫
状
を
郵
送
し
た
場
合
は
、
甲
、
乙
の
行
為
は
脅
迫
罪
（
≡
三
条
）
の
同
時
犯
で
あ
る
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
な
お
、
こ
の
よ
う
な
同
時
犯
の
刑
事
訴
訟
法
上
の
取
扱
い
で
あ
る
が
、
刑
法
二
〇
七
条
の
同
時
傷
害
の
特
則
の
適
用
が
あ
る
同
時
犯
を

含
め
て
同
一
（
狭
義
）
又
は
同
種
の
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
の
同
時
犯
は
、
刑
訴
法
九
条
一
項
二
号
前
段
の
「
数
人
が
共
に
同
一
の
罪
を
犯

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

し
た
と
き
」
に
含
ま
れ
、
異
種
の
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
の
同
時
犯
は
、
，
同
条
同
項
同
号
後
段
の
「
数
人
が
共
に
別
個
の
罪
を
犯
し
た
と

き
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
ま
た
、
数
人
の
者
が
共
謀
に
至
ら
な
い
通
謀
を
し
て
同
一
（
狭
義
）
若
し
く
は
同
種
又
は
異
種
の

犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
の
同
時
犯
は
、
刑
訴
法
九
条
一
項
三
号
の
「
数
人
が
通
謀
し
て
各
別
に
罪
を
犯
し
た
と
き
」
に
当
た
る
こ
と
に
な

る
と
思
う
。
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次
に
、
刑
法
二
〇
七
条
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
同
時
犯
は
、
も
ち
ろ
ん
先
き
に
検
討
し
た
同
時
犯
の
一
種
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
同
時
犯
な
の
か
を
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
く
の
学
説
は
、

刑
法
二
〇
七
条
を
取
り
上
げ
る
際
に
、
刑
法
二
〇
七
条
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
同
時
犯
の
意
義
に
関
心
を
払
っ
て
は
い
な
い
が
、
刑
法
二
〇

七
条
を
論
じ
る
際
に
同
時
犯
の
定
義
を
掲
げ
て
い
る
見
解
も
若
干
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
列
挙
し
た
上
で
、
私
見
を
開
陳
し
て
み
た
い
と

思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
①
「
二
人
以
上
の
者
が
、
意
思
の
連
絡
な
し
に
同
一
機
会
に
個
々
独
立
し
て
同
種
の
犯
罪
を
行
う
こ
と
が
同
時
犯
で
あ
る
」
と
か
、

②
「
同
時
犯
は
、
同
一
の
機
会
に
、
二
人
以
上
の
も
の
が
協
力
関
係
な
し
に
同
一
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為
を
す
る
場
合
で
あ
っ

（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肌
）

て
」
と
か
、
③
「
相
互
に
意
思
の
連
絡
を
欠
き
な
が
ら
、
同
一
客
体
に
対
す
る
行
為
が
同
時
に
行
わ
れ
る
犯
罪
を
同
時
犯
と
い
い
」
と

か
、
④
「
同
時
犯
と
は
、
意
思
の
連
絡
な
く
し
て
、
同
時
ま
た
は
同
時
に
近
い
時
問
的
関
係
に
お
い
て
な
さ
れ
る
二
ヶ
以
上
の
単
独
犯

　
　
（
3
2
）

を
い
う
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
思
う
に
、
④
の
見
解
は
、
同
時
犯
の
一
般
的
定
義
を
し
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
同
時
犯
の
中
に
は
刑
法
二
〇
七
条
か

ら
導
き
出
さ
れ
る
同
時
犯
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
刑
法
二
〇
七
条
か
ら
導

き
出
さ
れ
る
同
時
犯
の
定
義
と
し
て
は
、
無
限
定
で
あ
り
、
妥
当
で
な
い
。
次
に
、
③
の
見
解
は
、
同
一
客
体
と
い
う
こ
と
を
刑
法
二
〇

七
条
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
同
時
犯
の
概
念
要
素
と
し
て
い
る
点
で
は
妥
当
で
あ
る
が
、
ど
う
い
う
種
類
の
犯
罪
の
同
時
犯
を
指
す
の
か
を

明
示
し
得
て
い
な
い
点
で
妥
当
で
な
い
と
思
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
②
の
見
解
は
、
「
同
一
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為
を
す
る
場
合

で
あ
っ
て
」
と
し
て
い
て
、
同
時
犯
と
な
る
犯
罪
の
種
類
を
明
示
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
次
の
理
由
で
妥
当
で
な
い
と
思
う
。
確
か

に
、
因
果
関
係
が
不
明
な
場
合
に
、
二
人
以
上
の
行
為
者
は
、
刑
法
二
〇
四
条
の
傷
害
罪
か
又
は
同
法
二
〇
五
条
の
傷
害
致
死
罪
・
尊
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

傷
害
致
死
罪
に
間
擬
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
見
、
「
同
一
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為
を
す
る
場
合
で
あ
っ
て
」
と

い
う
こ
と
と
符
合
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
．
し
か
し
、
刑
法
二
〇
七
条
は
、
因
果
関
係
の
不
明
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
処
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断
に
関
す
る
特
則
を
定
め
た
も
の
に
過
ぎ
ず
．
し
か
も
坂
本
裁
判
官
自
身
も
認
め
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
刑
法
二
〇
七
条
は
、
暴
行
の
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
誕
）

意
に
よ
る
暴
行
の
場
合
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
傷
害
の
故
意
に
よ
る
暴
行
の
場
合
に
も
適
用
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
刑
法
二
〇
七
条
に
は
、

ω
　
二
人
以
上
の
行
為
者
が
す
べ
て
、
暴
行
の
故
意
で
暴
行
を
加
え
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
α
⇒
　
す
べ
て
傷
害
の
故
意
で
暴
行
を

加
え
る
場
合
が
含
ま
れ
る
ほ
か
に
．
更
に
、
⑯
　
二
人
以
上
の
行
為
者
の
一
部
の
者
は
暴
行
の
故
意
で
暴
行
を
加
え
、
そ
の
他
の
者
が
傷

害
の
故
意
で
暴
行
を
加
え
る
場
合
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
筈
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
右
の
ω
、
α⇒
の
場
合
は
、
同
一
（
狭
義
）
の
犯
罪

を
実
行
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
㈲
の
場
合
は
、
同
種
の
犯
罪
を
実
行
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
り
、

刑
法
二
〇
七
条
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
同
時
犯
の
概
念
要
素
と
し
て
、
「
同
一
又
は
同
種
の
犯
罪
を
実
行
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
取
り
入
れ
る

の
が
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
因
果
関
係
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
ω
　
暴
行
罪
（
傷
害
未
遂
と
し
て
の
暴
行
罪
の
場
合
も
あ
る
）
と

傷
害
罪
（
結
果
的
加
重
犯
で
あ
る
場
合
も
あ
る
）
又
は
傷
害
致
死
罪
・
尊
属
傷
害
致
死
罪
（
い
ず
れ
も
二
重
の
結
果
的
加
重
犯
で
あ
る
場
合
も
あ
る
）

の
同
時
犯
か
、
α
⇒
　
傷
害
罪
（
“
軽
い
傷
害
の
結
果
を
伴
う
場
合
．
も
ち
ろ
ん
結
果
的
加
重
犯
で
あ
る
場
合
も
あ
る
）
と
傷
害
罪
（
”
重
い
傷
害
の
結

果
を
伴
う
場
合
．
も
ち
ろ
ん
結
果
的
加
重
犯
で
あ
る
場
合
も
あ
る
）
の
同
時
犯
か
、
圃
　
同
程
度
の
傷
害
の
結
果
を
伴
う
傷
害
罪
（
す
べ
て
が
結
果

的
加
重
犯
の
場
合
も
あ
れ
ば
故
意
犯
で
あ
る
場
合
も
あ
り
、
一
部
が
結
果
的
加
重
犯
で
他
は
故
意
犯
で
あ
る
場
合
も
あ
る
）
の
同
時
犯
か
、
㈲
　
傷
害

罪
（
結
果
的
加
重
犯
で
あ
る
場
合
も
あ
る
）
と
傷
害
致
死
罪
・
尊
属
傷
害
致
死
罪
（
い
ず
れ
も
二
重
の
結
果
的
加
重
犯
で
あ
る
場
合
も
あ
る
）
の
同
時

犯
か
、
＠
　
暴
行
罪
（
傷
害
未
遂
と
し
て
の
暴
行
罪
の
場
合
も
あ
る
）
と
傷
害
罪
（
結
果
的
加
重
犯
で
あ
る
場
合
も
あ
る
）
と
傷
害
致
死
罪
．
尊
属

傷
害
致
死
罪
（
い
ず
れ
も
二
重
の
結
果
的
加
重
犯
で
あ
る
場
合
も
あ
る
）
の
同
時
犯
か
、
㈲
　
傷
害
致
死
罪
（
二
重
の
結
果
的
加
重
犯
で
あ
る
場
合

も
あ
る
）
の
同
時
犯
か
、
㈲
　
傷
害
致
死
罪
（
二
重
の
結
果
的
加
重
犯
で
あ
る
場
合
も
あ
る
）
と
尊
属
傷
害
致
死
罪
（
二
重
の
結
果
的
加
重
犯
で
あ

る
場
合
も
あ
る
）
と
の
同
時
犯
等
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ω
、
㈲
、
ω
及
び
圃
の
同
時
犯
は
、
同
種
の
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
αり
、
⑯
及
び
㈹
の
同
時
犯
は
、
同
一
の
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
み
て
も
、
刑
法
二
〇
七
条
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
同
時
犯
の
概
念
要
素
と
し
て
、
「
同
一
又
は
同
種
の
犯
罪
を
実
行
す
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る
場
合
を
い
う
」
と
い
う
こ
と
が
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
と
思
う
。
最
後
に
、
①
の
見
解
で
あ
る
が
、
同

時
犯
の
概
念
要
素
と
し
て
、
同
時
犯
と
な
る
犯
罪
の
種
類
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
点
で
は
妥
当
で
あ
る
が
、
同
種
と
い
う
概
念
の
中
に

は
同
一
と
い
う
概
念
は
含
ま
れ
な
い
の
で
、
そ
の
点
を
刑
法
二
〇
七
条
か
ら
導
ぎ
出
さ
れ
る
同
時
犯
の
概
念
要
素
と
し
て
明
示
す
べ
き
で

あ
る
し
．
ま
た
、
行
為
の
客
体
の
同
一
性
と
い
う
こ
と
も
概
念
要
素
と
し
て
明
示
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
．
し
た
が
っ
て
、
①
の
見
解
も

妥
当
で
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
検
討
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
刑
法
二
〇
七
条
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
同
時
犯
の
定
義
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に

な
お
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
刑
法
二
〇
七
条
の
暴
行
は
、
暴
行
の
故
意
に
よ
る
暴
行
に
限
る
の
か
、

そ
れ
と
も
傷
害
の
故
意
に
よ
る
暴
行
に
限
る
の
か
、
そ
れ
と
も
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
よ
い
の
か
と
い
う
間
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
刑
法
二

〇
四
条
の
傷
害
罪
の
故
意
の
問
題
、
す
な
わ
ち
傷
害
の
結
果
に
つ
い
て
も
認
識
を
必
要
と
す
る
か
、
そ
れ
と
も
単
純
な
暴
行
の
故
意
で
足

り
る
か
と
い
う
間
題
の
一
つ
で
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
木
村
亀
二
博
士
は
、
刑
法
二
〇
四
条
に
つ
き
、
故
意
犯
説
に
立
た
れ
、
「
結
果
的
加
重
犯
と
い
う
原
始
的
な
結
果
責
任
の
遺
物
的
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

を
克
服
し
、
近
代
刑
法
の
原
理
た
る
責
任
主
義
を
徹
底
せ
し
め
る
」
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
暴
行
の
故
意
に
よ
っ
て
暴
行
を
加
え
、
傷
害
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

結
果
を
発
生
さ
せ
た
場
合
は
、
暴
行
罪
と
過
失
傷
害
罪
の
観
念
的
競
合
と
な
る
の
で
刑
の
不
均
衡
は
な
く
、
故
意
犯
説
が
妥
当
で
あ
る
と

さ
れ
、
こ
の
文
脈
に
従
っ
て
、
刑
法
二
〇
七
条
に
つ
ぎ
、
「
故
意
犯
の
同
時
犯
を
共
犯
と
同
様
に
取
扱
ふ
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ

（
3
7
）て
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
見
解
か
ら
は
、
刑
法
二
〇
七
条
の
暴
行
も
傷
害
の
故
意
に
出
た
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と

　
（
3
8
）

に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
刑
法
上
、
結
果
的
加
重
犯
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
い
ず
れ
も
基
本
犯
か
ら
重
い
結
果
の
発
生
す
る
蓋
然
性
の

高
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
結
果
的
加
重
犯
を
原
始
的
な
結
果
責
任
の
遺
物
的
思
想
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
る
こ
と
は

妥
当
で
な
い
こ
と
は
さ
て
お
き
、
傷
害
罪
を
傷
害
の
故
意
犯
で
あ
る
と
解
す
る
説
に
対
し
て
は
、
従
来
か
ら
、
①
刑
法
二
〇
八
条
の
暴

行
罪
の
規
定
が
「
暴
行
ヲ
加
ヘ
タ
ル
者
人
ヲ
傷
害
ス
ル
ニ
至
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
…
…
」
と
し
、
更
に
傷
害
罪
に
未
遂
処
罰
の
規
定
が
な
い
こ
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と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
当
然
に
傷
害
を
暴
行
の
結
果
的
責
任
と
し
て
予
定
し
て
い
る
こ
と
、
②
傷
害
罪
を
故
意
犯
と
解
す
る
場
合
に

は
、
暴
行
の
故
意
に
よ
っ
て
傷
害
の
結
果
を
発
生
さ
せ
た
と
き
に
は
、
暴
行
罪
と
し
て
も
傷
害
罪
と
し
て
も
処
罰
で
ぎ
ず
、
結
局
、
過
失

傷
害
罪
と
し
て
し
か
処
罰
で
き
ず
、
暴
行
に
基
づ
く
傷
害
と
単
な
る
過
失
傷
害
を
同
視
す
る
こ
と
に
な
っ
て
妥
当
で
な
い
ば
か
り
か
、
刑

の
不
均
衡
を
生
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
妥
当
で
な
い
こ
と
、
③
こ
の
刑
の
不
均
衡
を
解
消
す
る
た
め
に
、
暴
行
罪
と
過
失
傷
害
罪
の
観
念

的
競
合
と
す
れ
ば
足
り
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
傷
害
の
結
果
が
生
じ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
暴
行
罪
の
成
立
を
認
め
る
の
は
不
当
で

あ
り
、
た
と
え
相
当
で
あ
る
と
し
て
も
、
依
然
と
し
て
刑
の
不
均
衡
は
避
け
ら
れ
な
い
等
と
い
う
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
傷

害
罪
を
傷
害
の
故
意
犯
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
コ
・
ラ
リ
ー
と
し
て
刑
法
二
〇
七
条
の
暴
行
に
傷
害
の
故
意
の
み
を
要
求
す
る
と
、
二
人

以
上
の
行
為
者
が
、
意
思
の
連
絡
な
し
に
、
暴
行
の
故
意
に
よ
り
暴
行
を
加
え
、
傷
害
の
結
果
を
発
生
さ
せ
た
場
合
に
、
因
果
関
係
が
不

明
な
と
き
は
、
も
ち
ろ
ん
刑
法
二
〇
七
条
の
適
用
は
な
く
、
し
か
も
因
果
関
係
が
不
明
で
あ
る
の
で
過
失
傷
害
罪
に
も
問
擬
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
結
局
、
暴
行
罪
で
し
か
処
断
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で
は
、
現
実
に
傷
害
の
結
果
が
発
生
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
い
ず
れ
の
暴
行
者
に
対
し
て
も
単
に
暴
行
罪
を
以
て
処
断
す
る
ほ
か
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
見
解
は
、
刑
法
二

〇
七
条
を
設
け
て
特
例
と
し
て
共
犯
例
を
適
用
す
る
旨
を
明
ら
か
に
し
、
不
当
な
結
果
を
避
け
よ
う
と
す
る
刑
法
二
〇
七
条
の
立
法
趣
旨

に
反
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
傷
害
罪
を
暴
行
の
結
果
的
加
重
犯
と
解
す
る
見
解
が

で
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
最
判
昭
和
二
五
年
一
一
月
九
日
刑
集
四
巻
＝
号
二
…
二
九
頁
は
、
「
傷
害
罪
は
結
果
犯
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
成
立
に
は
傷
害
の
原
因
た
る
暴
行
に
つ
い
て
の
意
思
が
存
す
れ
ば
足
り
、
特
に
傷
害
の
意
思
の
存
在
を
必
要
と
し
な
い
の
で

あ
る
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
判
文
か
ら
す
る
と
、
決
し
て
傷
害
の
故
意
に
よ
る
暴
行
を
傷
害
罪
か
ら
排
除
す
る
趣
旨
と
は
思
わ

れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
通
説
の
よ
う
に
．
傷
害
罪
は
、
傷
害
の
故
意
犯
で
は
あ
る
が
、
暴
行
の
結
果
的
加
重
犯
を
も
含
む
も
の
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
コ
ロ
ラ
リ
ー
と
し
て
、
刑
法
二
〇
七
条
の
暴
行
に
は
、
暴
行
の
故
意
に
よ
る
暴
行
は
も
ち
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

ん
の
こ
と
、
傷
害
の
故
意
に
よ
る
暴
行
も
含
ま
れ
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
こ
の
点
に
つ
き
、
川
端
　
博
教
授
は
、
傷
害
罪
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（
40
）

に
つ
き
、
通
説
と
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
な
が
ら
、
刑
法
二
〇
七
条
に
つ
き
、
暴
行
の
故
意
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
首
尾
一
貫
し
な
い
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
以
上
検
討
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
刑
法
二
〇
七
条
か
ら
導
か
れ
る
同
時
犯
は
、
二
人
以
上
の
行
為
者
が
、
意
思
の
連
絡
な
し
に
、
同
時
に

又
は
同
時
に
近
い
前
後
の
関
係
に
お
い
て
、
同
一
客
体
に
対
し
て
、
同
一
又
は
同
種
の
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
を
い
う
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
筈
で
、
同
時
犯
一
般
に
つ
い
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
の
同
時
犯
、
す
な
わ
ち
「
二
人
以
上
の
行
為
者
が
、
意
思
の
連
絡
な
し
に
、
同
時

に
又
は
同
時
に
近
い
前
後
の
関
係
に
お
い
て
、
同
一
若
し
く
は
同
種
又
は
異
種
の
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
を
い
う
」
の
一
種
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
．
刑
法
二
〇
七
条
の
同
時
犯
は
、
刑
訴
法
九
条
一
項
二
号
前
段
の
「
数
人
が
共
に
同
一
の
罪
を
犯
し
た
と

　
　
　
　
　
　
（
41
）

き
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
（
6
）
　
安
平
政
吉
・
新
刑
法
概
論
（
昭
二
三
）
一
＝
一
頁
、
同
・
改
正
刑
法
講
義
（
昭
二
三
）
一
一
二
頁
。
同
旨
、
定
塚
道
雄
・
刑
法
略
説
（
昭
二

　
　
七
）
一
三
二
頁
、
安
西
　
温
・
法
総
研
刑
法
1
（
総
論
）
（
昭
四
四
）
七
三
頁
、
同
・
改
訂
刑
法
総
論
実
務
刑
事
法
1
（
昭
五
七
）
三
八
二
頁
以
下
、

　
　
夏
目
文
雄
・
刑
法
概
説
（
犯
罪
論
》
（
昭
四
四
）
二
六
五
頁
、
植
松
　
正
・
再
訂
刑
法
概
論
－
総
論
（
昭
四
九
）
三
五
三
頁
、
岡
田
　
薫
・
刑
法
総

　
　
論
の
基
本
問
題
（
昭
五
八
）
二
三
〇
頁
等
。

　
（
7
）
　
大
塚
　
仁
・
木
村
亀
二
編
法
律
学
ハ
ソ
ド
ブ
ヅ
ク
刑
法
総
論
（
下
）
（
昭
三
二
）
七
〇
頁
。
同
旨
、
木
村
亀
二
編
現
代
法
律
学
演
習
講
座
刑
法

　
　
（
総
論
X
昭
三
九
）
四
〇
三
頁
、
立
山
龍
彦
・
刑
法
総
論
演
習
（
昭
五
九
）
一
二
八
頁
。

　
（
8
）
大
塚
仁
・
刑
法
概
説
（
総
論
）
（
昭
三
八
）
一
八
八
頁
、
同
・
注
解
刑
法
（
増
補
第
二
版
）
（
昭
五
二
）
三
七
〇
頁
、
同
・
刑
法
要
論
（
全
訂

　
　
第
三
版
）
（
昭
五
九
）
一
七
九
頁
、
同
・
刑
法
要
論
（
総
論
）
（
補
訂
第
四
版
）
（
昭
六
二
）
一
七
九
頁
．
同
旨
、
安
西
温
・
改
訂
刑
法
総
論
（
昭
五

　
　
七
）
三
八
四
頁
。

　
（
9
）
鈴
木
享
子
・
福
田
”
大
塚
編
講
義
刑
法
総
論
（
昭
五
五
）
二
四
一
頁
．
同
旨
、
高
窪
貞
人
”
奈
良
俊
夫
H
石
川
才
顕
n
佐
藤
芳
男
共
著
刑
法
総

　
　
論
（
昭
五
八
）
一
八
四
頁
、
高
窪
貞
人
・
刑
法
（
昭
五
九
）
五
四
頁
．

　
（
10
）
大
塚
　
仁
・
福
田
”
大
塚
著
刑
法
総
論
1
（
昭
五
五
）
三
三
七
頁
、
同
・
刑
法
入
門
（
昭
五
六
）
一
一
八
頁
．
同
旨
、
泉
二
新
熊
・
日
本
刑
法
総

　
　
論
（
昭
四
）
六
七
四
頁
、
吉
田
常
次
郎
・
日
本
刑
法
（
昭
三
四
）
一
八
三
頁
、
同
・
刑
法
総
論
（
昭
三
六
）
二
〇
五
頁
．
西
本
晃
章
・
大
野
”
墨
谷

　
　
編
要
説
刑
法
総
論
（
第
二
版
）
（
昭
六
一
）
二
六
一
頁
。
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（
1
1
）
　
岡
田
良
平
・
捜
査
官
の
た
め
の
刑
法
通
論
（
昭
四
五
）
九
五
頁
．
同
旨
、
大
場
茂
馬
・
刑
法
総
論
下
巻
（
大
七
）
一
〇
〇
六
頁
、
坂
本
武
志
・

刑
法
講
義
（
昭
四
八
）
一
七
〇
頁
、
二
八
九
頁
、
平
出
　
禾
・
刑
法
総
論
（
昭
四
八
）
二
二
一
頁
、
下
村
康
正
・
下
村
編
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
刑
法
1

　
（
昭
五
〇
）
一
四
七
頁
、
下
村
編
条
解
刑
法
1
〔
総
則
〕
（
昭
五
五
）
四
〇
一
頁
等
。

（
1
2
）
大
谷
実
・
刑
法
講
義
総
論
（
昭
六
一
）
四
二
二
頁
。
同
旨
、
八
木
畔
・
刑
法
総
論
（
昭
二
八
）
二
〇
七
頁
、
市
川
秀
雄
・
刑
法
総
論
（
昭

三
〇
）
二
六
七
頁
。

（
1
3
）
　
佐
瀬
昌
三
・
刑
法
大
意
第
一
分
冊
（
昭
一
七
）
二
四
二
頁
．
同
旨
、
草
野
豹
一
郎
・
刑
法
要
論
（
昭
三
一
）
＝
一
六
頁
、
永
井
勘
太
郎
・
詳
解

　
刑
法
総
論
（
昭
三
一
）
二
八
四
頁
等
。

パ　　パ　　ハ　　パ　　ハ
18　17　16　15　14
）　　）　　）　　）　　）構
造
下

頁
、
講法
総
論

二
〇
〇
頁
、

ハ　　パ　　ハ　　　パ　　パ　　パ　　パ

毯怨怨怨包怨想研

大
竹
武
七
郎
・
刑
法
綱
要
増
訂
版
（
昭
一
六
）
一
七
四
頁
．

注
（
8
）
参
照
。

注
（
1
0
）
参
照
。

大
塚
　
仁
・
刑
法
概
説
（
総
論
）
〔
改
訂
版
〕
（
昭
六
一
）
二
四
〇
頁
。

木
村
亀
二
・
刑
法
総
論
（
昭
三
四
）
四
二
八
頁
、
木
村
”
阿
部
純
二
・
刑
法
総
論
〔
増
補
版
〕
（
昭
五
三
）
四
二
八
頁
、
木
村
．
犯
罪
論
の
新

）
（
昭
四
三
）
二
四
一
頁
．
同
旨
、
不
破
武
夫
・
刑
法
総
論
講
義
（
昭
二
七
）
九
四
頁
、
不
破
”
井
上
正
治
・
刑
法
総
論
（
昭
五
〇
）
一
八
九

　江
家
義
男
・
刑
法
講
義
総
則
編
（
昭
二
四
）
三
七
八
頁
、
同
・
刑
法
総
論
（
昭
二
七
）
一
八
八
頁
、
大
野
平
吉
・
「
共
犯
」
刑
法
基
本
問
題
六
〇

（
昭
四
四
）
二
二
一
頁
、
同
・
平
場
安
治
”
井
上
正
治
n
中
山
研
一
“
大
野
編
新
版
刑
法
概
説
－
総
論
（
昭
五
七
）
一
六
九
頁
、
西
原
春
夫
・
刑

　
　
（
昭
五
二
）
三
三
四
頁
、
坂
本
英
雄
・
刑
法
基
本
論
（
総
論
）
（
昭
四
八
）
一
二
四
頁
、
福
田
　
平
・
新
版
刑
法
総
論
（
増
補
）
（
昭
五
七
）

　
　
　
笹
内
純
一
・
新
版
実
務
刑
法
（
全
訂
版
）
（
昭
五
八
）
一
二
七
頁
、
吉
川
経
夫
・
改
訂
刑
法
総
論
（
昭
六
一
）
二
五
〇
頁
以
下
、
中
山

・
口
述
刑
法
総
論
（
第
二
版
）
（
昭
五
八
）
四
〇
三
頁
、
曽
根
威
彦
・
刑
法
総
論
（
昭
六
二
）
二
五
八
頁
等
．

法
曹
新
書
7
・
講
説
刑
法
総
論
（
改
訂
版
）
（
昭
五
五
）
一
二
四
頁
．

香
川
達
夫
・
刑
法
講
義
（
総
論
）
（
昭
五
五
）
三
二
六
頁
、
同
・
刑
法
講
義
（
総
論
）
第
二
版
（
昭
六
二
）
三
三
八
頁
。

川
端
　
博
・
刑
法
講
義
サ
ブ
ノ
ー
ト
H
（
各
論
）
（
昭
五
九
）
二
〇
頁
．

大
塚
・
刑
法
概
説
（
総
論
）
〔
改
訂
版
〕
（
昭
六
一
）
二
四
〇
頁
．

内
田
文
昭
・
「
共
同
正
犯
」
西
原
ほ
か
編
判
例
刑
法
研
究
4
（
昭
五
六
）
一
五
三
頁
参
照
．

小
林
充
・
青
柳
ほ
か
著
者
代
表
註
釈
刑
事
訴
訟
法
第
一
巻
（
増
補
版
）
（
昭
五
三
）
四
七
頁
等
。

刑
法
一
五
八
条
一
項
、
一
六
一
条
一
項
、
一
六
一
条
ノ
ニ
第
三
項
に
は
、
「
同
一
ノ
刑
」
と
あ
り
、
刑
法
一
〇
条
二
項
、
三
項
に
は
、
「
同
種
ノ
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刑
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
「
同
一
の
刑
」
と
は
、
文
字
通
り
狭
義
の
も
の
を
指
し
て
い
る
。

（
2
6
）
　
昭
和
六
〇
年
版
犯
罪
白
書
（
昭
六
〇
）
二
六
四
頁
が
、
再
犯
罪
名
に
つ
き
、
「
同
一
」
、
「
同
種
」
、
「
異
種
」
と
い
う
分
析
を
し
て
い
る
こ
と
に

注
意
す
べ
き
で
あ
る
．

（
2
7
）
　
大
塚
・
刑
法
概
説
（
総
論
）
〔
改
訂
版
〕
（
昭
六
一
）
二
四
〇
頁
．

（
2
8
）
　
小
林
・
青
柳
ほ
か
著
者
代
表
註
釈
刑
事
訴
訟
法
第
一
巻
（
増
補
版
）
（
昭
五
三
）
四
七
頁
．

（
2
9
）
大
谷
実
・
刑
法
講
義
各
論
（
昭
五
八
）
五
〇
頁
、
高
田
卓
爾
・
注
釈
刑
法
㈲
（
昭
四
〇
）
九
五
頁
、
板
倉
宏
・
刑
事
法
セ
ミ
ナ
ー
（
昭
四

八
）
二
七
頁
、
同
・
福
田
ほ
か
編
刑
法
⑥
各
論
1
（
昭
五
二
）
四
〇
頁
、
同
・
刑
事
法
教
室
1
（
昭
六
〇
）
二
七
頁
、
平
出
・
刑
法
各
論
（
昭
四
九
）

五
四
頁
、
下
村
康
正
編
・
条
解
刑
法
皿
〔
各
則
〕
（
昭
五
六
）
六
七
頁
、
高
窪
貞
人
・
福
田
“
大
塚
編
講
義
刑
法
各
論
（
昭
五
六
）
二
六
頁
、
保
倉

和
彦
・
高
窪
貞
人
編
刑
法
（
昭
五
九
）
二
〇
一
頁
、
能
勢
弘
之
・
「
同
時
犯
共
犯
例
の
適
用
範
囲
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
刑
法
の
争
点
（
新
版
）
（
昭
六

　
二
）
二
二
四
頁
。

（
3
0
）
　
坂
本
武
志
・
刑
法
講
義
（
昭
四
八
）
二
八
九
頁
．
な
お
、
坂
本
裁
判
官
は
、
同
著
一
七
〇
頁
の
総
則
部
分
に
お
い
て
も
、
同
一
の
定
義
を
し
て

　
お
ら
れ
る
。

（
3
1
）
　
香
川
達
夫
・
刑
法
講
義
〔
各
論
〕
（
昭
五
七
）
三
一
五
頁
以
下
、
同
・
木
村
亀
二
編
法
律
学
ハ
ソ
ド
ブ
ッ
ク
刑
法
各
論
（
昭
三
二
）
二
一
八
頁

等
．

（
3
2
）
大
嶋
一
泰
・
答
練
刑
法
各
論
（
昭
五
三
）
一
二
五
頁
、
沼
野
輝
彦
・
設
例
刑
法
教
室
H
各
論
（
昭
五
七
）
一
六
三
頁
以
下
、
上
田
寛
・
内
田

博
文
n
生
田
勝
義
“
上
田
　
寛
u
名
和
鉄
郎
著
刑
法
各
論
講
義
（
昭
六
二
）
三
三
頁
．

　　　パ　　ハ　　ハ　　パ　　ハ　　パ

れ馨琶鍾聾聾馨　
　
　
　
　
　
　
　
刑
法
二
〇
七
条
の
暴
行
に
つ
き
．

法
各
論

よ
う
に
解
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

坂
本
・
刑
法
講
義
（
昭
四
八
）

坂
本
・
刑
法
講
義
（
昭
四
八
）

木
村
・
刑
法
各
論
（
昭
三
二
）

木
村
・
刑
法
各
論
（
昭
三
二
）

木
村
・
刑
法
各
論
（
昭
三
二
）

吉
川
経
夫
教
授
は
、
か
つ
て

同
五
三
頁
で
、

　
（
昭
五
七
）
二
七
頁
で
、

　
二
八
九
頁
．

　
一
七
一
頁
。

　
二
三
頁
。

　
二
三
頁
、
小
野
清
一
郎
・
刑
法
概
論
（
昭
三
五
）
二
七
四
頁
。

　
二
六
頁
。

「
傷
害
罪
」
刑
法
演
習
〔
各
論
〕
（
昭
三
〇
）
五
一
頁
で
、
木
村
博
士
と
同
様
に
傷
害
罪
は
故
意
犯
で
あ
る
と
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
「
身
体
傷
害
の
少
な
く
と
も
未
必
的
故
意
を
必
要
と
解
す
る
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
同
・
刑

傷
害
罪
に
は
結
果
的
加
重
犯
の
場
合
も
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
、
刑
法
二
〇
七
条
も
同
じ
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（
3
9
）
　
多
く
の
学
説
は
、
刑
法
二
〇
七
条
の
暴
行
が
、
暴
行
の
故
意
に
よ
る
も
の
で
も
よ
い
の
か
傷
害
の
故
意
に
よ
る
も
の
で
も
よ
い
の
か
を
明
示
し

て
い
な
い
。
そ
れ
は
恐
ら
く
、
傷
害
罪
の
故
意
の
コ
・
ラ
リ
ー
の
問
題
と
考
え
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
暴
行
の
故
意
で
も
足
り
る
と
同
時
に
傷

害
の
故
意
に
よ
る
場
合
も
含
む
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
と
し
て
、
下
村
康
正
・
法
律
学
演
習
講
座
刑
法
各
論
（
昭
四
六
）
二
一
三
頁
、
同
・
刑
法
各

論
の
諸
問
題
（
昭
五
三
）
一
二
七
頁
、
吉
田
淳
一
・
「
傷
害
致
死
罪
と
同
時
犯
」
警
察
学
論
集
二
五
巻
九
号
（
昭
四
七
）
一
三
八
頁
、
坂
本
武
志
．

刑
法
講
義
（
昭
四
八
）
一
七
一
頁
、
板
倉
　
宏
・
刑
事
法
教
室
1
（
昭
六
〇
）
二
八
頁
が
あ
る
。

（
4
0
）
　
川
端
・
刑
法
講
義
サ
ブ
ノ
ー
ト
n
〔
各
論
〕
（
昭
五
九
）
一
二
頁
、
二
一
頁
。

（
4
1
）
　
団
藤
重
光
・
新
刑
事
訴
訟
法
綱
要
七
訂
版
（
昭
四
二
）
八
○
頁
、
青
柳
文
雄
・
五
訂
刑
事
訴
訟
法
通
論
上
巻
一
〇
三
頁
、
中
武
靖
夫
・
注
解
刑

事
訴
訟
法
上
巻
〔
全
訂
新
版
〕
（
昭
六
二
）
三
二
頁
以
下
等
。

三
　
共
同
正
犯
の
意
義
及
び
そ
の
範
囲

同時犯の意義並びに共同正犯の意義及びその範囲

　
以
上
、
同
時
犯
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
同
時
犯
は
、
単
独
犯
が
た
ま
た
ま
時
を
同
じ
く
し
て
併
行
的
に
行
わ
れ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
42
）

に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
刑
法
二
〇
七
条
の
よ
う
な
特
別
の
定
め
、
す
な
わ
ち
擬
制
的
共
犯
の
定
め
が
な
い
限
り
、
刑
事
法
の
個
人
責
任
の
原

則
に
基
づ
い
て
、
各
人
の
な
し
た
限
度
に
お
い
て
の
み
責
任
を
負
う
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
甲
、
乙
が
殺
意
を
も
っ
て
丙
に
向
っ

て
発
砲
し
た
場
合
に
お
い
て
、
甲
の
弾
丸
は
命
中
し
致
命
的
と
な
っ
た
が
、
乙
の
弾
丸
は
致
命
的
で
な
く
単
に
軽
傷
を
負
わ
せ
た
に
と
ど

ま
る
と
き
は
、
甲
に
つ
い
て
は
殺
人
罪
が
、
ま
た
、
乙
に
つ
い
て
は
殺
人
未
遂
が
成
立
す
る
。
ま
た
、
同
様
の
場
合
、
丙
は
甲
、
乙
い
ず

れ
か
の
弾
丸
に
よ
り
死
亡
し
た
が
、
死
亡
の
結
果
が
い
ず
れ
の
行
為
に
よ
っ
て
成
立
し
た
か
に
つ
い
て
因
果
関
係
の
証
明
が
不
可
能
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

ぎ
は
、
結
果
の
成
立
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
甲
、
乙
と
も
に
殺
人
未
遂
の
責
任
を
負
う
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
甲
、
乙
間
に

意
思
の
連
絡
が
あ
る
と
、
右
の
場
合
、
甲
、
乙
と
も
に
殺
人
罪
の
共
同
正
犯
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
．
同
時
犯
と
共
同
正

犯
と
は
、
意
思
の
連
絡
の
有
無
に
よ
っ
て
、
一
般
的
に
（
な
ぜ
、
一
般
的
に
と
い
う
か
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
意
思
の
連
絡
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
必
要
的
共
犯
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
）
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
に
、
意
思
の
連
絡
が
い
か
な
る
点
に
必
要
と
す
る

239



法学研究61巻2号（’88：2）

か
、
す
な
わ
ち
共
犯
の
本
質
を
ど
う
解
す
る
か
に
従
っ
て
共
同
正
犯
の
意
義
及
び
範
囲
が
定
ま
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
こ
と
が
同

時
に
同
時
犯
と
な
る
も
の
の
範
囲
に
影
響
を
持
つ
こ
と
に
な
る
し
、
ま
た
、
意
思
の
連
絡
が
あ
る
と
は
い
か
な
る
意
味
か
、
逆
に
意
思
の

連
絡
が
な
い
と
は
い
か
な
る
意
味
か
と
い
う
こ
と
を
間
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
時
犯
と
な
る
も
の
の
範
囲
が
決
ま
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
、
共
犯
の
本
質
を
ど
う
解
す
べ
き
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
そ
の
前
に
、
共
犯
の
本
質
を
ど
う
解
す

る
か
と
い
う
こ
と
と
関
係
な
し
に
、
意
思
の
連
絡
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
同
正
犯
で
は
な
し
に
、
必
要
的
共
犯
と
さ
れ
る
場
合
が
あ

る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
同
一
の
犯
罪
の
場
合
の
例
と
し
て
、
刑
法
九
八
条
後
段
に
、

「
既
決
、
未
決
ノ
囚
人
又
ハ
勾
引
状
ノ
執
行
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
…
…
二
人
以
上
通
謀
シ
テ
逃
走
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
…
…
」
の
「
加
重
逃
走
罪
」

が
あ
る
。
な
お
、
同
時
犯
と
い
う
こ
と
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
同
種
の
犯
罪
の
場
合
の
例
と
し
て
、
刑
法
一
二
二
条
の
自
己
堕

胎
罪
と
同
法
一
二
三
条
の
同
意
堕
胎
罪
又
は
同
法
二
一
四
条
の
業
務
上
堕
胎
罪
が
あ
る
。
こ
の
後
者
の
例
に
つ
い
て
、
大
判
大
正
八
年
二

月
二
七
日
刑
録
二
五
輯
二
六
一
頁
は
、
「
懐
胎
ノ
婦
女
力
他
ノ
男
子
婦
人
ト
共
謀
シ
テ
相
与
二
堕
胎
ヲ
遂
ケ
タ
ル
事
実
ハ
数
人
共
同
シ
テ

同
一
ノ
法
益
ヲ
侵
害
シ
タ
ル
共
犯
ニ
シ
テ
刑
法
第
六
十
条
二
該
当
シ
且
懐
胎
者
ノ
行
為
は
同
法
第
二
百
十
二
条
二
男
子
婦
女
ノ
行
為
ハ
同

法
第
二
百
十
三
条
前
段
二
該
当
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
従
テ
被
告
F
ノ
行
為
ハ
同
法
第
二
百
十
三
条
前
段
ノ
刑
ノ
範
囲
内
ニ
テ
処
断
ス
ヘ
キ
モ
ノ

ニ
属
シ
原
判
決
力
被
告
F
ノ
行
為
ヲ
同
法
第
二
百
十
二
条
第
六
五
条
第
一
項
二
問
擬
シ
軽
キ
刑
ノ
範
囲
内
ニ
テ
処
断
シ
タ
ル
ハ
正
当
ナ
ラ

サ
ル
モ
之
ヲ
更
正
シ
テ
上
記
法
律
ノ
適
用
ヲ
為
ス
ニ
付
キ
被
告
人
ハ
何
等
ノ
利
益
ヲ
有
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
本
趣
意
ハ
上
告
ノ
理
由
ト
ナ
ラ

ス
」
と
し
て
、
同
種
の
犯
罪
間
に
共
同
正
犯
を
肯
定
し
て
い
る
。
右
判
例
が
、
右
事
例
を
刑
法
六
五
条
の
「
共
犯
と
身
分
」
の
問
題
で
は

な
い
と
し
た
点
は
正
当
で
あ
り
、
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
同
種
の
犯
罪
間
に
も
共
同
正
犯
を
肯
定
す
る
の
が
現
行
法
の
建
前
で
あ
る

か
ら
、
同
種
の
犯
罪
間
に
共
同
正
犯
を
肯
定
し
よ
う
と
し
た
こ
と
自
体
は
、
一
般
論
と
し
て
は
正
当
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
内
田
文

昭
教
授
が
、
「
同
意
堕
胎
・
業
務
上
堕
胎
は
、
常
に
自
己
堕
胎
と
必
要
的
共
犯
の
関
係
に
立
つ
も
の
と
解
さ
れ
る
か
ら
．
六
〇
条
の
適
用
は

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

な
い
は
ず
な
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
指
摘
は
正
当
な
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
点
で
、
右
判
例
に
与
す
る
こ
と
は
で
き
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な
い
．

　
さ
て
、
共
犯
は
、
何
を
共
同
に
す
る
も
の
か
と
い
う
根
本
的
問
題
に
対
し
て
、
犯
罪
共
同
説
と
行
為
共
同
説
の
対
立
が
あ
り
、
犯
罪
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

同
説
は
客
観
主
義
刑
法
理
論
と
結
び
つ
き
、
行
為
共
同
説
は
主
観
主
義
刑
法
理
論
と
結
び
つ
く
も
の
と
す
る
主
張
も
み
ら
れ
た
が
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
46
）

結
び
つ
き
は
必
ず
し
も
不
動
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
図
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
共
同
正
犯
の
成
立
を
考
慮
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。

　
刑
法
六
〇
条
に
よ
る
と
、
「
二
人
以
上
共
同
シ
テ
犯
罪
ヲ
実
行
シ
タ
ル
者
ハ
皆
正
犯
ト
ス
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
犯
罪
共
同
説
に
よ
る

と
、
共
同
正
犯
と
は
、
二
人
以
上
の
者
が
共
同
し
て
特
定
の
同
一
の
犯
罪
を
行
う
場
合
を
い
う
も
の
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

二
人
以
上
の
行
為
者
が
、
意
思
の
連
絡
の
下
に
、
同
種
又
は
異
種
の
犯
罪
を
共
同
し
て
行
っ
て
も
、
も
は
や
共
同
正
犯
と
は
な
り
得
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
犯
罪
に
つ
い
て
共
謀
共
同
正
犯
が
肯
定
さ
れ
な
い
限
り
、
自
己
が
直
接
下
し
た
犯
罪
の
正
犯
に
な
る
こ
と
は
さ
て
お
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
犯
罪
の
教
唆
犯
又
は
轍
助
犯
に
な
り
得
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
こ
の
説
に
よ
る
も
の
も
、
右
間
題
を
共
犯
の
錯

誤
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
刑
法
三
八
条
二
項
の
応
用
間
題
と
し
、
大
別
し
て
二
つ
の
処
理
方
法
が
考
案
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
完

全
犯
罪
共
同
説
と
部
分
的
犯
罪
共
同
説
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
完
全
犯
罪
共
同
説
は
、
例
え
ば
、
A
は
殺
人
の
故
意
で
、
B
は
傷
害
の
故
意
で
甲
を
な
ぐ
っ
た
場
合
、
A
、
B
の
殺
人
罪
又
は
殺
人
未

遂
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
を
認
め
、
た
だ
、
傷
害
の
故
意
し
か
有
し
な
い
B
は
、
刑
法
三
八
条
二
項
に
よ
り
傷
害
致
死
罪
又
は
傷
害
罪
の

刑
で
処
断
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
長
野
地
諏
訪
支
部
判
昭
和
三
七
年
六
月
二
日
下
刑
集
四
巻
五
・
六
合
併
号
五
〇
三
頁
は
、
甲
、
乙
が
A
に
対
す
る
傷
害
を
共

謀
し
、
甲
が
左
手
で
A
の
頸
部
を
締
め
乙
が
瞬
間
的
な
未
必
の
殺
意
を
も
っ
て
包
丁
で
A
の
腹
部
を
突
ぎ
刺
し
た
事
案
に
つ
き
、
「
甲
、

乙
の
所
為
は
刑
法
二
〇
三
条
、
一
九
九
条
の
殺
人
未
遂
罪
の
共
同
正
犯
で
あ
る
が
、
甲
に
つ
い
て
は
刑
法
三
八
条
二
項
に
よ
り
軽
い
傷
害

罪
の
刑
に
従
っ
て
処
断
す
る
」
と
し
て
．
完
全
犯
罪
共
同
説
に
従
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
学
説
に
お
い
て
は
、
種
々
の
理
由
づ
け
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
異
な
る
構
成
要
件
に
ま
た
が
る
錯
誤
に
つ
き
、
抽
象
的
符
合
説
を
と
ら
れ
る
植
松
　
正
博
士
は
、
「
そ
れ
は
、
罪
を
犯
す
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

志
を
も
っ
て
罪
と
な
る
べ
き
事
実
を
実
現
し
た
と
い
う
抽
象
的
思
考
（
…
…
）
を
前
提
と
す
る
か
ら
こ
そ
、
可
能
な
こ
と
で
あ
る
」
と
さ
れ
．

宮
原
三
男
博
士
は
、
「
犯
罪
共
同
説
か
ら
す
れ
ば
、
ま
ず
一
定
の
結
果
が
類
型
的
に
犯
人
の
行
為
に
関
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
限
度
（
定

型
的
因
果
関
係
）
で
、
構
成
要
件
的
限
定
を
う
け
、
そ
の
範
囲
で
共
犯
が
成
立
し
、
つ
ぎ
に
右
の
結
果
に
つ
き
各
人
の
犯
意
の
符
合
を
論
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

（
法
定
符
合
説
）
、
具
体
的
故
意
の
内
容
の
限
度
で
個
別
的
責
任
を
定
め
る
こ
と
に
な
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
野
次
雄
博
士
は
、

刑
法
総
論
概
要
（
昭
五
四
）
一
二
六
頁
に
お
い
て
は
、
行
為
共
同
説
の
考
え
方
が
正
し
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
、
構
成
要
件
共

同
説
を
主
張
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
共
同
正
犯
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
い
わ
ば
客
観
的
な
構
成
要
件
充

足
の
問
題
で
あ
つ
て
、
関
与
者
各
自
の
責
任
性
の
判
断
と
は
一
応
切
り
離
し
て
別
個
に
考
え
ら
る
べ
き
も
の
だ
と
考
え
る
。
そ
う
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

そ
う
い
う
考
を
前
提
と
し
て
、
共
同
正
犯
が
成
立
す
る
た
め
に
は
．
あ
る
特
定
の
構
成
要
件
－
犯
罪
で
は
な
い
ー
が
二
人
以
上
の
共

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

同
の
行
為
に
よ
つ
て
充
足
さ
れ
る
こ
と
を
も
つ
て
足
る
」
と
さ
れ
る
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
正
田
満
三
郎
博
士
は
、
被
告
人
以
外

の
共
犯
者
は
最
初
か
ら
強
盗
の
意
思
で
強
盗
の
結
果
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
が
、
た
だ
被
告
人
だ
け
は
軽
い
窃
盗
の
意
思
で
他
の
共
犯
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
51
）

の
勧
誘
に
応
じ
て
屋
外
で
見
張
り
を
し
た
事
例
を
も
と
に
し
て
、
「
判
示
の
よ
う
に
共
同
正
犯
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
共
同
正
犯

一
体
性
の
原
理
に
従
い
、
共
同
正
犯
者
す
べ
て
に
つ
い
て
強
盗
罪
が
成
立
し
、
責
任
主
義
の
原
理
か
ら
窃
盗
の
意
思
で
見
張
り
を
し
た
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

に
つ
い
て
の
み
刑
法
三
八
条
二
項
に
従
い
窃
盗
罪
の
法
定
刑
の
範
囲
内
で
責
を
負
う
筋
合
い
と
な
る
」
と
さ
れ
る
．
ま
た
、
小
室
孝
夫
判

事
は
、
「
数
人
が
犯
罪
類
型
符
合
説
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
程
度
に
符
合
す
る
犯
罪
を
な
す
こ
と
を
意
図
す
れ
ば
犯
罪
団
体
は
成
立
し
、

犯
罪
団
体
は
構
成
員
の
意
思
を
超
え
た
固
有
の
し
か
も
単
一
の
意
思
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
単
一
意
思
は
実
行
行
為
者
の
そ
れ
に
よ

っ
て
認
め
ら
れ
、
そ
の
団
体
は
実
行
行
為
に
よ
っ
て
顕
在
化
し
、
実
行
行
為
を
な
さ
ざ
る
構
成
員
も
そ
れ
ぞ
れ
責
任
を
負
う
べ
き
こ
と
と

（
5
3
）

な
る
」
と
さ
れ
、
正
田
博
士
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
同
様
の
事
例
に
つ
い
て
共
犯
者
す
べ
て
に
強
盗
の
共
同
正
犯
の
成
立
を
認
め
ら
れ
る
。
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ま
た
、
共
同
正
犯
は
共
犯
で
あ
る
と
し
、
そ
の
立
論
の
根
拠
を
共
同
意
思
主
体
説
に
求
め
ら
れ
る
斉
藤
金
作
博
士
は
、
「
共
犯
の
成
立
に

っ
い
て
は
一
体
性
、
そ
の
処
罰
に
つ
い
て
は
個
別
性
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
立
場
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
実
行
者
の
行
為
が
当
該
共
同

意
思
主
体
の
犯
罪
と
看
得
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
共
同
意
思
主
体
の
活
動
が
あ
り
、
そ
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
全

共
犯
者
に
つ
き
、
そ
の
犯
罪
が
一
体
と
し
て
成
立
す
る
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
処
罰
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
個
別
的
に
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弘
）

察
す
べ
き
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
右
と
同
様
の
事
例
に
つ
い
て
共
犯
者
す
べ
て
に
強
盗
の
共
同
正
犯
の
成
立
を
認
め
て
お
ら

れ
る
。

　
本
来
個
々
の
見
解
を
個
別
的
に
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
も
と
も
と
軽
い
罪
の
犯
意
し
か
な
い
共
犯
者
に

重
い
罪
の
共
同
正
犯
を
認
め
る
こ
と
は
、
た
と
え
軽
い
罪
の
刑
で
処
断
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
処
理
は
、
罪
刑
法
定
主
義
に
反
す

（
5
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
56
）

る
と
か
、
「
『
古
い
客
観
主
義
』
で
あ
り
、
結
果
責
任
の
思
想
に
連
な
る
も
の
と
し
て
批
判
を
免
れ
難
い
も
の
で
あ
る
」
と
か
、
「
い
ず
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
57
）

も
技
巧
的
に
す
ぎ
る
上
、
な
ん
ら
か
の
擬
制
を
含
ん
で
い
る
点
で
理
論
構
成
上
の
弱
点
が
あ
る
」
と
か
、
「
あ
ま
り
に
擬
制
的
す
ぎ
る
よ

　
　
　
（
58
）

う
に
思
う
」
と
か
の
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
正
当
な
批
判
で
あ
る
と
思
う
。

　
思
う
に
、
共
同
現
象
は
、
同
一
又
は
同
種
の
事
象
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
（
民
訴
法
五
九
条
参
照
）
、
先
き
に
検
討
し
た
よ
う

に
、
刑
法
二
〇
七
条
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
同
時
犯
は
、
二
人
以
上
の
行
為
者
が
、
意
思
の
連
絡
な
し
に
、
同
時
に
又
は
同
時
に
近
い
前
後

の
関
係
に
お
い
て
、
同
一
客
体
に
対
し
て
、
同
一
又
は
同
種
の
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
を
い
い
、
し
か
も
「
共
同
者
二
非
ス
ト
難
モ
共
犯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
59
）

ノ
例
二
依
ル
」
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
逆
に
意
思
の
連
絡
が
あ
れ
ば
当
然
に
共
同
正
犯
と
な
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
共
同
正
犯

と
は
、
二
人
以
上
の
行
為
者
が
、
意
思
の
連
絡
の
下
に
、
同
一
又
は
同
種
の
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
を
い
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
筈
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
同
種
の
犯
罪
の
共
同
正
犯
が
肯
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
に
共
同
正
犯
の
錯
誤
の
間
題
が
存
す
る
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

し
て
、
こ
れ
を
刑
法
三
八
条
二
項
の
問
題
と
し
て
処
理
す
る
の
は
妥
当
で
な
い
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

　
な
お
、
共
同
正
犯
が
、
二
人
以
上
の
行
為
者
が
、
意
思
の
連
絡
の
下
に
、
同
一
又
は
同
種
の
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
を
い
う
と
す
る
と
、
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刑
法
六
五
条
二
項
に
つ
き
、
最
判
昭
和
三
一
年
五
月
二
四
日
刑
集
一
〇
巻
五
号
七
三
四
頁
が
、
非
身
分
者
甲
が
乙
と
共
同
し
て
乙
の
父
を

殺
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
第
一
審
判
決
が
非
身
分
者
の
行
為
を
刑
法
二
〇
〇
条
、
六
五
条
一
項
、
六
〇
条
に
該
当
す
る
と
判
示
し
、
更
に

六
五
条
二
項
に
よ
り
一
九
九
条
を
適
用
し
た
の
に
対
し
、
二
〇
〇
条
、
六
五
条
一
項
、
六
〇
条
に
該
当
す
る
と
判
示
し
た
点
を
違
法
で
あ

る
と
し
た
の
は
、
正
当
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
共
同
正
犯
の
錯
誤
の
問
題
に
つ
き
、
最
決
昭
和
五
四
年
四
月
二
二
日
刑
集
三
三
巻
三
号
一
七
九
頁
も
「
も
し
犯
罪
と
し
て
は
重
い
殺
人

罪
の
共
同
正
犯
が
成
立
し
刑
の
み
を
暴
行
罪
な
い
し
傷
害
罪
の
結
果
的
加
重
犯
で
あ
る
傷
害
致
死
罪
の
共
同
正
犯
の
刑
で
処
断
す
る
に
と

ど
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
誤
り
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
完
全
犯
罪
共
同
説
は
妥
当
で
な
い
も
の
と
す
る
に
至
っ

て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
次
に
部
分
的
犯
罪
共
同
説
に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
部
分
的
犯
罪
共
同
説
と
い
う
名
称
は
、
平
野
龍
一
博
士

　
　
（
61
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

の
命
名
に
よ
る
が
、
論
者
に
よ
っ
て
は
、
構
成
要
件
共
同
説
と
呼
ぶ
も
の
も
あ
り
、
ま
た
構
成
要
件
同
一
説
と
呼
ぶ
も
の
も
あ
る
が
、
部

分
的
犯
罪
共
同
説
と
い
う
名
称
が
ポ
プ
ユ
ラ
ー
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
部
分
的
犯
罪
共
同
説
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
、
「
a
b
両
罪
が

構
成
要
件
的
に
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
る
と
き
は
（
殺
人
罪
と
傷
害
罪
な
ど
）
、
そ
の
重
な
り
合
う
限
度
で
、
実
行
行
為
の
共
同
、
し
た
が
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

て
共
同
正
犯
の
成
立
を
み
と
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
か
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
的
構
成
要
件
が
、
同
質
的
で
重
な
り
合
う
場
合
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

重
な
り
合
う
限
度
で
、
共
同
正
犯
の
故
意
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
か
、
「
甲
罪
と
乙
罪
と
が
構
成
要
件
的
に
重
な
り
合
う
も
の

で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
重
な
り
合
う
限
度
に
お
い
て
、
主
観
的
、
客
観
的
に
、
実
行
行
為
の
共
同
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

の
限
度
に
お
い
て
共
同
正
犯
の
成
立
を
み
と
め
る
こ
と
は
、
犯
罪
共
同
説
の
立
場
か
ら
も
可
能
で
あ
ろ
う
」
と
か
い
う
の
が
、
そ
れ
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
法
定
的
符
合
説
の
立
場
か
ら
、
犯
罪
は
認
識
し
た
事
実
の
範
囲
内
で
し
か
成
立
し
な
い
こ
と
の
論
理
的
帰
結
と

し
て
、
構
成
要
件
が
重
な
り
合
う
限
度
に
お
い
て
共
同
正
犯
の
成
立
を
認
め
、
刑
法
三
八
条
二
項
は
、
罪
名
に
つ
い
て
も
実
現
し
た
重
い

罪
に
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
あ
た
ら
し
い
部
分
的
犯
罪
共
同
説
と
し
て
、
「
認
識
の
範
囲
で
し
か
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共
同
正
犯
は
成
立
し
え
な
い
と
す
る
前
提
に
よ
る
の
な
ら
、
む
し
ろ
当
初
か
ら
窃
盗
の
範
囲
で
し
か
共
同
正
犯
は
成
立
し
て
い
な
い
。
だ

か
ら
そ
の
責
を
B
は
と
わ
れ
る
だ
け
と
い
え
ば
た
り
、
そ
こ
に
三
八
条
二
項
を
登
場
さ
せ
る
余
地
は
な
い
。
と
い
え
ば
、
こ
う
し
た
思
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

は
既
述
し
た
部
分
的
犯
罪
共
同
説
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

　
こ
の
立
場
に
立
つ
場
合
で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
、
A
は
殺
人
の
意
思
で
、
B
及
び
C
は
暴
行
又
は
傷
害
の
意
思
で
、
甲
を
死
な
せ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

き
の
処
理
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
墨
谷
葵
教
授
の
分
析
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
が
、
①
結
果
的
加
重
犯
の
共

同
正
犯
の
成
立
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
A
、
B
及
び
C
は
、
傷
害
致
死
罪
の
限
度
で
共
同
正
犯
が
成
立
し
、
A
は
傷
害
致
死
罪
の
共
同
正

犯
を
内
包
す
る
単
独
犯
と
し
て
の
殺
人
罪
が
成
立
す
る
と
す
る
立
場
、
②
結
果
的
加
重
犯
の
共
同
正
犯
を
認
め
な
い
と
す
る
と
、
A
、

B
及
び
C
は
、
暴
行
罪
な
い
し
傷
害
罪
の
限
度
で
共
同
正
犯
が
成
立
し
、
B
及
び
C
は
単
独
犯
と
し
て
の
傷
害
致
死
罪
、
A
は
単
独
犯
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

し
て
の
殺
人
罪
の
罪
責
を
負
う
と
す
る
立
場
、
③
結
果
的
加
重
犯
そ
の
も
の
の
共
同
正
犯
を
肯
定
し
な
が
ら
、
結
果
的
加
重
犯
と
故
意

犯
と
の
共
同
正
犯
を
認
め
ず
、
そ
こ
に
は
同
時
犯
を
認
め
る
ほ
か
な
い
と
す
る
と
き
は
、
A
、
B
及
び
C
の
暴
行
罪
な
い
し
傷
害
罪
の
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

度
で
共
同
正
犯
が
成
立
し
、
結
局
、
甲
は
単
独
犯
と
し
て
の
殺
人
罪
、
B
及
び
C
は
傷
害
致
死
罪
の
共
同
正
犯
と
な
る
と
す
る
立
場
、
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
「
殺
人
罪
の
単
独
正
犯
」
に
内
含
さ
れ
た
傷
害
致
死
罪
に
つ
き
「
共
同
正
犯
」
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
結
果
と
し
て
、
殺
人
罪
と

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

傷
害
致
死
罪
の
共
同
正
犯
が
成
立
す
る
と
す
る
立
場
等
が
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
部
分
的
犯
罪
共
同
説
そ
の
も
の
に
対
し
て
も
、
種
々
の
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
重
な
り
合
う
範
囲
で
共
同
正
犯
が

成
立
す
る
と
い
う
意
味
は
、
そ
の
部
分
が
、
そ
れ
自
体
と
し
て
見
れ
ば
共
同
者
全
員
に
共
通
の
「
一
個
同
一
の
犯
罪
」
で
あ
る
こ
と
を
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

要
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
殺
人
を
傷
害
と
殺
意
に
、
強
盗
を
窃
盗
と
暴
行
、
脅
迫
に
分
解
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

か
、
第
二
に
、
構
成
要
件
が
同
質
で
重
な
り
合
う
と
の
基
準
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
と
か
、
第
三
に
、
「
そ
う
な
れ
ば
、
行
為
共
同
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
拠
）

と
実
質
的
に
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
か
の
批
判
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

　
思
う
に
、
以
上
挙
げ
た
批
判
は
い
ず
れ
も
正
当
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
共
同
正
犯
と
は
、
二
人
以
上
の
行
為
者
が
、
意
思
の
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連
絡
の
下
に
、
同
一
又
は
同
種
の
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
を
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
同
種
の
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
を
そ
も
そ
も
共
同
正

犯
の
錯
誤
の
間
題
と
し
て
処
理
す
る
部
分
的
犯
罪
共
同
説
は
妥
当
で
な
い
と
思
う
。
し
か
も
、
刑
法
二
〇
七
条
の
解
釈
論
か
ら
す
る
と
、

二
人
以
上
の
行
為
者
が
、
暴
行
の
故
意
で
暴
行
を
加
え
、
傷
害
の
結
果
を
発
生
さ
せ
た
場
合
に
は
、
意
思
の
連
絡
が
あ
る
と
共
同
正
犯
に

な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
結
果
的
加
重
犯
の
共
同
正
犯
を
否
定
す
る
見
解
は
妥
当
で
な
い
こ
と
に
な
る
。
更
に
、
二
人
以
上
の
行
為
者
の
一

部
の
者
が
、
暴
行
の
故
意
で
暴
行
を
加
え
、
他
の
者
が
傷
害
の
故
意
で
暴
行
を
加
え
て
傷
害
の
結
果
を
発
生
さ
せ
た
場
合
に
は
、
意
思
の

連
絡
が
あ
れ
ぽ
、
同
種
の
犯
罪
の
共
同
正
犯
と
な
り
、
し
か
も
故
意
犯
と
結
果
的
加
重
犯
の
共
同
正
犯
が
肯
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）

の
で
あ
る
か
ら
、
故
意
犯
と
結
果
的
加
重
犯
の
共
同
正
犯
を
否
定
す
る
見
解
も
妥
当
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
私
の
立
場
か
ら
は
、
A
は

殺
人
の
意
思
で
、
B
及
び
C
は
暴
行
又
は
傷
害
の
意
思
で
、
甲
を
死
な
せ
た
場
合
は
、
殺
人
罪
と
傷
害
致
死
罪
の
共
同
正
犯
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　
こ
の
点
に
つ
き
、
下
級
審
の
判
例
で
あ
る
が
、
東
京
高
判
昭
和
二
七
年
九
月
一
一
日
高
等
裁
判
所
刑
事
判
決
特
報
三
七
号
一
頁
は
、

「
殺
人
と
傷
害
致
死
と
は
．
た
だ
そ
の
結
果
に
対
す
る
認
識
が
あ
つ
た
か
ど
う
か
の
一
点
に
お
い
て
相
違
が
あ
る
だ
け
で
あ
つ
て
そ
の
外

形
的
行
為
は
全
く
同
一
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
数
人
共
謀
の
上
、
人
の
身
体
に
対
し
暴
行
を
加
え
て
こ
れ
を
傷
害
し
た
結
果
、
相
手
方
を

し
て
死
亡
す
る
に
至
ら
し
め
た
場
合
に
、
そ
の
う
ち
の
一
人
の
み
が
、
行
為
の
当
時
、
死
の
結
果
に
対
す
る
認
識
を
有
し
て
い
た
と
す
れ

ぽ
、
そ
の
者
の
み
は
殺
人
の
罪
責
を
負
う
べ
き
も
そ
の
認
識
を
有
し
て
い
な
つ
か
た
他
の
者
ら
は
、
傷
害
致
死
の
罪
責
を
負
う
に
止
ま
る

べ
き
こ
と
は
、
論
を
侯
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
右
死
の
結
果
た
る
や
ひ
つ
き
よ
う
そ
の
全
員
の
共
謀
に
基
ず
く
暴
行
行
為
に
よ
つ
て

惹
起
さ
れ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
か
ら
、
右
共
謀
者
全
員
に
対
し
、
刑
法
第
六
十
条
を
適
用
し
て
も
、
あ
え
て
違
法
で
は
な
い
」
と
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）

　
こ
れ
に
対
し
て
、
金
澤
文
雄
教
授
は
、
「
こ
れ
は
明
白
に
行
為
共
同
説
の
立
場
の
判
例
と
言
え
よ
う
」
と
さ
れ
、
大
塚
仁
教
授
は
、

「
こ
の
よ
う
に
故
意
犯
と
結
果
的
加
重
犯
と
の
共
同
正
犯
を
み
と
め
る
こ
と
は
、
行
為
共
同
説
の
見
地
に
お
い
て
は
別
と
し
て
、
お
そ
ら
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く
判
例
が
基
調
と
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
犯
罪
共
同
説
の
立
場
と
は
、
本
来
、
相
容
れ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
犯
罪
共
同
説
に
お
い
て
は
．

重
い
結
果
の
発
生
に
つ
い
て
過
失
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
者
同
士
の
間
に
結
果
的
加
重
犯
の
共
同
正
犯
は
成
立
し
え
て
も
、
そ
れ
ら
の
者

と
故
意
に
重
い
結
果
を
実
現
し
た
者
と
の
間
に
は
、
同
時
犯
を
み
と
め
る
の
ほ
か
な
い
は
ず
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
上
で
、
「
こ
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

点
に
も
、
判
例
の
共
同
正
犯
の
性
格
に
つ
い
て
の
認
識
が
き
わ
め
て
あ
い
ま
い
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
行
為
共
同
説
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
す
る
と
し
て
、
共
同
正
犯
は
、
二
人
以
上
の
行
為
者
が
、
意
思
の
連
絡
の
下
に
、
同
一
又
は
同
種

の
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
を
い
い
、
し
か
も
結
果
的
加
重
犯
の
共
同
正
犯
と
故
意
犯
と
結
果
的
加
重
犯
の
共
同
正
犯
が
肯
定
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
が
実
定
法
で
あ
る
と
す
る
と
、
共
犯
の
本
質
を
犯
罪
共
同
説
に
従
っ
て
理
解
す
る
の
は
妥
当
で
な
い
の
で
あ
っ

て
、
判
例
の
共
同
正
犯
の
性
格
に
つ
い
て
の
認
識
が
き
わ
め
て
あ
い
ま
い
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
と
さ
れ
る
批
判
は
、
的

を
射
て
い
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
の
み
を
挙
げ
ら
れ
、
何
等
実
定
法
上
の
根
拠
を
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

が
、
柏
木
千
秋
教
授
が
、
「
以
上
⑥
か
ら
ω
ま
で
で
述
べ
た
と
こ
ろ
は
、
犯
罪
共
同
説
の
論
者
も
行
為
共
同
説
の
論
者
も
、
結
論
と
し
て

ヤ

は
恐
ら
く
容
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
．
か
く
し
て
犯
罪
共
同
説
と
行
為
共
同
説
を
教
条
主
義
的
に
対
比
し
て
論
ず
る
こ
と

は
明
ら
か
に
無
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
、
強
い
て
用
語
と
し
て
ど
ち
ら
を
採
る
か
と
い
え
ば
、
特
に
⑥
⑥
＠
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
行
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）

共
同
説
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
自
然
的
行
為
を
共
同
に
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
．
私

見
か
ら
み
て
正
当
と
い
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
こ
の
点
に
つ
き
、
最
決
昭
和
五
四
年
四
月
二
二
日
刑
集
三
三
巻
三
号
一
七
九
頁
は
、
「
殺
人
罪
と
傷
害
致
死
罪
と
は
、
殺
意
の
有
無
と

い
う
主
観
的
な
面
に
差
異
が
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
余
の
犯
罪
構
成
要
件
要
素
は
い
ず
れ
も
同
一
で
あ
る
か
ら
、
暴
行
・
傷
害
を
共
謀
し
た

被
告
人
S
ら
七
名
の
う
ち
の
ー
が
前
記
福
原
派
出
所
前
で
甲
巡
査
に
対
し
未
必
の
故
意
を
も
っ
て
殺
人
罪
を
犯
し
た
本
件
に
お
い
て
、
殺

意
の
な
か
っ
た
被
告
人
S
ら
六
名
に
つ
い
て
は
、
殺
人
罪
の
共
同
正
犯
と
傷
害
致
死
罪
の
共
同
正
犯
の
構
成
要
件
が
重
な
り
合
う
限
度
で

軽
い
傷
害
致
死
罪
の
共
同
正
犯
が
成
立
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
た
が
、
殺
人
罪
を
犯
し
た
ー
が
上
告
し
て
い
な
い
の
で
、
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（
7
9
）

殺
人
罪
と
傷
害
致
死
罪
と
の
共
同
正
犯
を
肯
定
す
る
趣
旨
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
く
、
本
判
例
は
、
部
分
的
犯
罪
共
同
説
に
従
っ
た
判

　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
）

例
で
あ
る
と
す
る
論
者
が
多
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
も
し
、
軽
い
甲
罪
を
犯
す
意
思
で
結
果
的
に
重
い
乙
罪
を
犯
し
た
場
合
に
お
け
る
適
用
罪
名
が
、
今
後
、
実
務
上

は
、
甲
罪
に
よ
る
こ
と
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
単
に
そ
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
結
果
は
、
刑
事
訴
訟
の
手
続
面
に
お
い

て
も
、
例
え
ば
、
公
訴
時
効
の
完
成
時
期
、
必
要
的
保
釈
の
除
外
事
由
、
必
要
的
弁
護
事
件
の
判
断
、
判
決
文
に
お
け
る
法
令
適
用
の
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
81
）

載
方
法
等
に
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
以
上
検
討
し
た
と
お
り
、
犯
罪
共
同
説
に
は
弱
点
が
あ
り
、
そ
こ
で
も
う
一
つ
の
主
張
で
あ
る
行
為
共
同
説
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
牧
野
英
一
博
士
は
、
「
然
レ
ト
モ
、
犯
罪
ヲ
以
テ
悪
性
ノ
表
現
ナ
リ
ト
解
ス
ル
ト
キ
ハ
、
数
人
力
一
箇
ノ
犯
罪
ヲ
共
同
ニ
ス
ト
謂
フ
コ

ト
ハ
意
味
ヲ
為
サ
ス
。
犯
罪
ヲ
主
観
的
二
理
解
セ
ソ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
、
共
犯
ト
ハ
、
数
人
力
共
同
ノ
行
為
二
因
リ
テ
其
ノ
犯
罪
ヲ
遂
行
ス

ル
モ
ノ
ト
解
ス
ル
ヲ
妥
当
ト
ス
ヘ
シ
。
此
ノ
考
二
従
フ
ト
キ
ハ
、
先
ツ
共
同
ナ
ル
事
実
ヲ
予
定
シ
、
之
二
基
キ
テ
犯
罪
ノ
成
立
ヲ
論
ス
ヘ

キ
コ
ト
ト
ナ
ル
ナ
リ
。
共
同
ナ
ル
事
実
ハ
犯
罪
事
実
ノ
法
律
上
ノ
構
成
ヲ
離
レ
テ
考
フ
ヘ
ク
、
即
チ
、
共
同
関
係
ハ
或
ハ
数
箇
ノ
犯
罪
事

実
二
跨
リ
テ
成
立
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
ク
、
或
ハ
単
二
一
箇
ノ
犯
罪
事
実
中
ノ
一
部
二
限
ラ
ル
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
。
又
其
ノ
数
人
力
必
シ
モ

其
ノ
犯
意
ヲ
同
一
ニ
ス
ル
ノ
必
要
ナ
ク
、
其
ノ
共
同
行
為
二
於
テ
、
甲
ノ
犯
意
ヲ
以
テ
シ
タ
ル
者
二
対
シ
テ
ハ
甲
罪
ノ
成
立
ア
ル
ヘ
ク
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
2
）

乙
ノ
犯
意
ヲ
以
テ
シ
タ
ル
者
二
対
シ
テ
ハ
乙
罪
ノ
成
立
ア
ル
コ
ト
ヲ
考
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ
」
と
説
か
れ
て
い
る
。

　
主
観
主
義
の
立
場
に
立
つ
と
、
犯
罪
と
は
行
為
者
の
悪
性
の
現
わ
れ
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
悪
性
の
現
わ
れ
を
共
同
に
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
共
同
正
犯
は
自
然
的
行
為
を
共
同
に
す
る
も
の
と
解
さ
れ
、
行
為
共
同
説
が
主
観
主
義
と
結
び
つ
く
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）

な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
行
為
共
同
説
は
、
客
観
主
義
的
見
地
か
ら
も
有
力
な
支
持
を
受
け
て
い
る
。
客
観
主
義
刑
法
理
論
の
立
場
に
立

つ
筆
者
は
、
牧
野
博
士
流
の
行
為
共
同
説
に
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
犯
罪
は
行
為
で
あ
る
か
ら
、
共
同
正
犯
は
、
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（
8
4
）

犯
罪
行
為
を
共
同
に
す
る
も
の
と
解
す
る
「
犯
罪
行
為
共
同
説
」
が
妥
当
で
あ
る
と
解
す
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
内
田
文
昭
教
授
が
「
犯

罪
は
行
為
で
あ
る
か
ら
、
両
説
（
犯
罪
共
同
説
と
行
為
共
同
説
ー
筆
者
注
）
の
対
立
は
本
質
的
な
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
共
同
正
犯

と
は
、
こ
の
意
味
で
は
、
『
犯
罪
行
為
の
共
同
』
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
、
厳
密
な
意
味
で
、
『
一
個
の
犯
罪
』
『
一
個
の
構
成
要
件

に
該
当
す
る
違
法
な
行
為
』
に
関
し
て
し
か
共
同
正
犯
が
成
立
し
え
な
い
と
い
う
必
要
は
な
い
し
、
他
方
で
は
、
犯
罪
的
で
な
い
『
行
為

の
共
同
』
は
い
か
に
し
て
も
共
同
正
犯
た
り
え
な
い
は
ず
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
は
、
こ
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　
　
（
8
5
）

な
い
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
正
当
な
指
摘
で
あ
る
．
い
ず
れ
に
よ
る
に
せ
よ
、
行
為
共
同
説
又
は
犯
罪
行
為
共
同
説
に
よ
る

と
き
は
、
行
為
者
間
の
抽
象
的
事
実
の
錯
誤
の
間
題
は
生
じ
な
い
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
行
為
共
同
説
に
あ
っ
て
も
犯
罪
行
為
共
同
説
に

あ
っ
て
も
、
共
同
正
犯
と
は
、
二
人
以
上
の
行
為
者
が
、
意
思
の
連
絡
の
下
に
、
同
一
若
し
く
は
同
種
又
は
異
種
の
犯
罪
を
共
同
し
て
実

行
す
る
場
合
を
い
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
筈
で
あ
る
が
．
共
同
正
犯
の
根
拠
条
文
と
な
る
刑
法
二
〇
七
条
か
ら
考
え
る
と
．
異
種
の
犯
罪

を
実
行
す
る
場
合
ま
で
共
同
正
犯
に
組
み
入
れ
る
の
は
妥
当
で
な
い
と
思
う
。
金
澤
文
雄
教
授
は
、
行
為
共
同
説
の
実
定
法
上
の
基
礎
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
6
）

し
て
、
刑
法
六
五
条
二
項
と
三
八
条
二
項
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
前
者
は
、
不
真
正
身
分
犯
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
錯
誤

論
に
つ
き
抽
象
的
符
合
説
に
は
立
た
な
い
筆
者
の
立
場
か
ら
考
え
る
と
、
い
ず
れ
も
少
な
く
と
も
同
種
の
犯
罪
で
あ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ

て
い
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
共
犯
の
本
質
に
つ
き
犯
罪
行
為
共
同
説
に
従
い
つ
つ
も
、
共
同
正
犯
は
、
二
人
以
上
の
行
為
者
が
、
意
思
の
連
絡
の
下

に
、
共
同
し
て
、
同
一
又
は
同
種
の
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
を
い
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
異
種
の
犯
罪
を
共
同
実
行

し
た
場
合
は
、
共
謀
共
同
正
犯
が
肯
定
さ
れ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
自
己
が
為
し
た
と
こ
ろ
の
正
犯
と
そ
れ
ぞ
れ
の
犯
罪
の
教
唆
犯
又
は

従
犯
に
な
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　
最
後
に
、
同
時
犯
と
共
同
正
犯
と
は
、
意
思
の
連
絡
の
有
無
に
よ
っ
て
一
般
的
に
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
意
思
の
連
絡
を
欠
く

と
は
い
か
な
る
意
味
か
を
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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意
思
の
連
絡
を
欠
く
場
合
と
し
て
、
二
種
の
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
は
、
A
は
共
同
す
る
意
思
を
有
す
る
が
、
B
は
そ
の
意
思

を
欠
く
場
合
で
あ
り
、
そ
の
二
は
、
い
ず
れ
も
犯
罪
行
為
を
共
同
に
す
る
意
思
を
欠
く
場
合
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
同
時
犯
と
な
る

こ
と
に
つ
い
て
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
片
面
的
共
同
正
犯
の
問
題
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

私
は
、
刑
法
六
〇
条
が
、
「
二
人
以
上
共
同
シ
テ
犯
罪
ヲ
実
行
シ
タ
ル
者
ハ
皆
正
犯
ト
ス
」
と
し
て
い
る
の
は
、
二
人
以
上
の
行
為
者
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
7
）

相
互
に
利
用
、
補
充
し
合
っ
て
犯
罪
を
実
行
し
た
る
者
を
皆
共
同
正
犯
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
の
で
、
片
面
的
共
同
正
犯
は
認
め
る
べ
き
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）

な
く
、
同
時
犯
と
し
て
処
理
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
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（
4
2
）
　
共
犯
は
、
ド
イ
ッ
の
学
説
に
な
ら
っ
て
、
最
広
義
の
共
犯
、
広
義
の
共
犯
及
び
狭
義
の
共
犯
と
い
う
よ
う
に
、
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
の
が
通
常

　
で
あ
る
（
例
え
ば
、
大
塚
・
刑
法
概
説
（
総
論
》
〔
改
訂
版
〕
（
昭
六
じ
三
二
七
頁
等
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
共
犯
の
分
類
も
わ
が
国
の
現
行
法
体

系
の
枠
の
中
で
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
私
は
、
共
犯
を
最
広
義
の
共
犯
、
広
義
の
共
犯
、
狭
義
の
共
犯
及
び
最
狭
義
の
共
犯
と
い
う
よ
う
に
、
四

　
つ
に
分
類
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
．
最
狭
義
の
共
犯
は
、
加
担
犯
、
す
な
わ
ち
教
唆
犯
と
幣
助
犯
（
従
犯
）
を
指
し
、
狭
義
の
共
犯

　
は
、
最
狭
義
の
共
犯
に
共
同
正
犯
を
含
め
て
い
い
、
刑
法
第
一
編
総
則
第
十
一
章
の
章
名
の
「
共
犯
」
が
そ
れ
を
指
し
、
こ
れ
ら
は
任
意
的
共
犯
と

呼
ぽ
れ
る
。
広
義
の
共
犯
は
、
狭
義
の
共
犯
に
必
要
的
共
犯
を
含
め
て
い
い
、
最
広
義
の
共
犯
は
、
広
義
の
共
犯
に
含
め
て
、
同
時
傷
害
の
特
則
の

場
合
（
刑
法
二
〇
七
条
）
、
刑
訴
法
九
条
二
項
の
場
合
及
び
独
立
教
唆
（
例
え
ば
、
刑
法
二
〇
六
条
）
、
独
立
帯
助
（
刑
法
七
九
条
、
一
〇
〇
条
）
を

含
め
て
い
い
、
刑
訴
法
一
八
二
条
の
「
共
犯
」
が
そ
れ
で
あ
る
．

（
43
）
　
木
村
”
阿
部
・
刑
法
総
論
（
増
補
版
）
（
昭
五
三
）
四
二
八
頁
．

（
44
）
　
内
田
・
「
共
同
正
犯
」
西
原
ほ
か
編
判
例
刑
法
研
究
4
（
昭
五
六
）
一
八
六
頁
、
同
・
改
訂
刑
法
－
総
論
（
昭
六
二
）
二
八
四
頁
、
同
・
刑
法

各
論
〔
第
二
版
〕
（
昭
五
九
）
七
八
頁
等
。

（
45
）
　
牧
野
英
一
・
増
訂
目
本
刑
法
（
昭
三
）
三
一
七
頁
以
下
．

（
4
6
）
　
香
川
達
夫
・
「
犯
罪
共
同
説
か
事
実
共
同
説
か
」
中
　
義
勝
編
論
争
刑
法
（
昭
五
一
）
一
五
二
頁
．

（
4
7
）
　
香
川
教
授
は
、
注
（
4
6
）
の
論
文
一
五
三
頁
で
、
「
A
B
が
共
同
し
て
、
A
が
甲
を
殺
し
、
B
が
甲
の
家
に
火
を
つ
け
た
」
と
い
う
異
種
の
犯

罪
を
共
同
し
て
行
っ
た
も
の
を
第
一
類
型
と
さ
れ
．
「
A
B
は
共
同
し
て
甲
を
な
ぐ
っ
た
…
…
A
は
殺
人
の
意
思
、
B
は
傷
害
の
意
思
で
・
－
…
」
と

　
い
う
同
種
の
犯
罪
を
共
同
し
て
行
っ
た
も
の
を
第
二
類
型
と
さ
れ
て
い
る
。
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パ　　パ　　パ　　パ　　ハ　　ハ
53　52　51　50　49　48
）　　）　　）　　）　　）　　）

植
松
　
正
・
再
訂
刑
法
概
論
－
総
論
（
昭
四
九
）
二
八
五
頁
．

宮
原
三
男
ち
共
犯
に
お
け
る
因
果
関
係
と
故
意
の
問
題
」
滝
川
先
生
還
暦
記
念
現
代
刑
法
学
の
課
題
下
（
昭
三
〇
）
六
三
九
頁
．

中
野
次
雄
・
「
窃
盗
の
意
思
で
強
盗
の
見
張
を
し
た
者
の
責
任
」
刑
事
判
例
評
釈
集
八
巻
（
昭
二
五
）
二
六
五
頁
．

最
判
昭
二
三
年
五
月
一
目
刑
集
二
巻
五
号
四
三
五
頁
．

正
田
満
三
郎
・
刑
法
に
お
け
る
犯
罪
論
の
批
判
的
考
察
（
昭
三
七
）
一
二
一
頁
．

小
室
孝
夫
・
「
錯
誤
に
つ
い
て
（
刑
事
判
例
へ
の
ア
プ
巨
ー
チ
）
」
司
法
研
修
所
創
立
二
〇
周
年
記
念
論
文
集
三
巻
（
昭
四
二
）
二
七
三
頁
、

七
七
頁
．

（
図
）
　
斉
藤
金
作
・
共
犯
判
例
と
共
犯
立
法
（
昭
三
四
）
一
一
六
頁
以
下
。

（
55
）
　
土
本
武
司
・
「
共
同
正
犯
の
錯
誤
と
成
立
罪
名
」
9
嶺
ω
魯
。
9
一
三
号

判
例
タ
イ
ム
ズ
三
八
七
号
（
昭
五
四
）
四
五
頁
。

　パハハ　パハハ　　パパパパハ法聾㊥聾判馨磐包る得鯉憩馨琶騒
講　　　 例　　　 まな
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巻重ム武武龍う栄）栄真文（平仁光ズ司志一とな作に作一雄
昭…　　三…　　さ事・挙…

二

（
昭
五
四
）
二
二
〇
頁
、
同
・
「
共
犯
超
過
と
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
」

金
澤
文
雄
・
「
犯
罪
共
同
説
か
行
為
共
同
説
か
ー
行
為
共
同
説
の
立
場
か
ら
i
」
中
義
勝
編
論
争
刑
法
（
昭
五
一
）
一
七
九
頁
。

土
屋
真
一
・
「
共
同
正
犯
に
お
け
る
錯
誤
」
研
修
三
五
六
号
（
昭
五
三
）
三
五
六
頁
．

木
村
栄
作
・
「
殺
人
と
傷
害
致
死
と
の
共
謀
共
同
正
犯
」
臼
井
滋
夫
ほ
か
編
刑
法
判
例
研
究
H
（
昭
五
〇
）
一
四
六
頁
。

注
（
4
）
に
挙
げ
た
判
例
参
照
。

木
村
栄
作
・
「
殺
人
と
傷
害
致
死
と
の
共
謀
共
同
正
犯
」
臼
井
ほ
か
編
刑
法
判
例
研
究
n
（
昭
五
〇
）
一
四
八
頁
は
、
「
単
独
犯
に
つ
い
て
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
犯
に
つ
い
て
も
実
は
な
い
の
だ
と
い
う
よ
う
に
、
刑
法
第
三
八
条
第
二
項
の
適
用
を
考
え
直
す
べ
き
で
は
あ

、
、
　
と
さ
れ
て
い
る
。

平
野
龍
一
・
「
第
七
章
共
犯
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
四
二
号
（
昭
四
三
）
三
〇
頁
．

坂
本
武
志
・
「
共
同
正
犯
の
錯
誤
」
判
例
時
報
九
二
三
号
（
昭
五
四
）
二
〇
頁
．

土
本
武
司
・
「
共
同
正
犯
の
錯
誤
と
成
立
罪
名
」
罫
≦
ω
9
。
9
一
三
号
（
昭
五
四
）
一
三
三
頁
、
同
・
「
共
犯
超
過
と
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
五
四
）
四
七
頁
。

団
藤
重
光
・
刑
法
綱
要
総
論
〔
改
訂
版
〕
（
昭
五
七
）
三
六
四
頁
．

大
塚
仁
・
刑
法
概
説
（
総
論
）
〔
改
訂
版
〕
（
昭
六
一
）
二
九
二
頁
．

福
田
　
平
・
「
共
犯
と
錯
誤
」
斉
藤
金
作
博
士
還
暦
祝
賀
現
代
の
共
犯
理
論
（
昭
三
九
）
七
四
頁
以
下
。
墨
谷
　
葵
「
共
犯
と
錯
誤
」
現
代
刑

　
　
　
（
昭
五
四
）
二
四
六
頁
は
、
福
田
説
に
賛
成
し
て
お
ら
れ
る
．
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（
6
7
）
　
香
川
達
夫
・
「
犯
罪
共
同
説
か
事
実
共
同
説
か
」
中
　
義
勝
編
論
争
刑
法
（
昭
五
一
）
一
六
六
頁
、
同
・
刑
法
解
釈
学
の
基
本
問
題
（
昭
五
七
）

所
収
一
六
五
頁
以
下
．

（
6
8
）
墨
谷
葵
・
「
暴
行
・
傷
害
を
共
謀
し
た
共
犯
者
の
う
ち
の
一
人
が
殺
人
罪
を
犯
し
た
場
合
に
お
け
る
他
の
共
犯
者
の
罪
責
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七

　
一
八
号
（
昭
五
五
）
　
一
八
七
頁
。

（
6
9
）
墨
谷
葵
・
「
共
犯
と
錯
誤
」
現
代
刑
法
講
座
三
巻
（
昭
五
四
）
二
四
五
頁
。

（
7
0
）
　
大
塚
　
仁
・
「
結
果
的
加
重
犯
の
共
同
正
犯
」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
七
〇
号
（
昭
五
二
）
二
七
頁
。

（
7
1
）
内
田
文
昭
・
「
共
同
正
犯
」
西
原
ほ
か
編
判
例
刑
法
研
究
4
（
昭
五
六
）
一
六
〇
頁
が
、
示
唆
す
る
立
場
で
あ
る
。

（
7
2
）
　
金
澤
文
雄
・
「
犯
罪
共
同
説
か
行
為
共
同
説
か
1
行
為
共
同
説
の
立
場
か
ら
ー
」
中
　
義
勝
編
論
争
刑
法
一
八
O
頁
、
中
野
次
雄
・
「
窃
盗
の
意

思
で
強
盗
の
見
張
を
し
た
者
の
責
任
」
刑
事
判
例
評
釈
集
八
巻
（
昭
二
五
）
二
六
五
頁
、
植
田
重
正
・
共
犯
論
上
の
諸
問
題
（
昭
六
〇
）
一
五
四
頁
、

木
村
栄
作
・
「
殺
人
と
傷
害
致
死
と
の
共
謀
共
同
正
犯
」
目
井
ほ
か
編
刑
法
判
例
研
究
H
（
昭
五
〇
）
一
四
三
頁
、
土
本
武
司
・
「
共
同
正
犯
の
錯
誤

と
成
立
罪
名
」
冨
≦
の
昌
。
。
一
一
三
号
（
昭
五
四
）
一
三
〇
頁
、
同
・
「
共
犯
超
過
と
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
八
七
号
（
昭
五
四
）

　
四
五
頁
等
。

（
7
3
）
　
土
屋
真
一
・
「
共
同
正
犯
に
お
け
る
錯
誤
」
研
修
三
五
六
号
（
昭
五
三
）
七
〇
頁
、
木
村
栄
作
・
「
殺
人
と
傷
害
致
死
と
の
共
謀
共
同
正
犯
」
臼

井
ほ
か
編
刑
法
判
例
研
究
H
（
昭
五
〇
）
一
四
三
頁
、
宇
津
呂
英
雄
・
「
共
同
正
犯
の
行
為
者
間
に
錯
誤
が
あ
る
場
合
の
共
同
正
犯
の
成
立
す
る
範

　囲

」
研
修
三
七
二
号
（
昭
五
四
）
七
一
頁
以
下
等
。

（
7
4
）
　
平
野
龍
一
・
「
第
七
章
共
犯
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
四
二
号
（
昭
四
三
）
三
〇
頁
、
木
村
栄
作
・
「
殺
人
と
傷
害
致
死
と
の
共
謀
共
同
正
犯
」
臼
井

　
ほ
か
編
刑
法
判
例
研
究
H
（
昭
五
〇
）
一
四
三
頁
．
内
田
文
昭
・
「
共
同
正
犯
」
西
原
ほ
か
編
判
例
刑
法
研
究
4
（
昭
五
六
）
一
六
〇
頁
等
．

（
7
5
）
　
西
村
克
彦
・
「
暴
行
・
傷
害
を
共
謀
し
た
共
犯
者
の
う
ち
の
一
人
が
殺
人
罪
を
犯
し
た
場
合
に
お
け
る
他
の
共
犯
者
の
罪
責
」
青
山
法
学
論
集

　
二
一
巻
二
号
（
昭
五
四
）
九
七
頁
。

（
7
6
）
　
金
澤
文
雄
・
「
犯
罪
共
同
説
か
行
為
共
同
説
か
ー
行
為
共
同
説
の
立
場
か
ら
ー
」
中
　
義
勝
編
論
争
刑
法
（
昭
五
一
）
一
七
七
頁
。

（
7
7
）
　
大
塚
　
仁
・
「
結
果
的
加
重
犯
の
共
同
正
犯
」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
七
〇
号
（
昭
五
二
）
二
七
頁
．
三
〇
頁
．

（
7
8
）
　
柏
木
千
秋
・
刑
法
総
論
（
昭
五
七
）
二
八
六
頁
。

（
7
9
）
　
斉
藤
信
宰
・
「
暴
行
・
傷
害
を
共
謀
し
た
共
犯
者
の
う
ち
の
一
人
が
殺
人
罪
を
犯
し
た
場
合
に
お
け
る
他
の
共
犯
者
の
罪
責
」
審
≦
ω
魯
8
一
一

　
五
号
（
昭
五
四
）
六
二
頁
等
。

（
8
0
）
　
坂
本
武
志
・
「
共
同
正
犯
の
錯
誤
」
判
例
時
報
九
二
三
号
（
昭
五
四
）
二
〇
頁
、
土
本
武
司
・
「
共
同
正
犯
の
錯
誤
と
成
立
罪
名
」
罫
≦
の
魯
8
一
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二
二
号
（
昭
五
四
）
一
三
四
頁
、
同
・
「
共
犯
超
過
と
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
八
七
号
（
昭
五
四
）
四
七
頁
、
宇
津
呂
英
雄
・

「
共
同
正
犯
の
行
為
者
間
に
錯
誤
が
あ
る
場
合
の
共
同
正
犯
の
成
立
す
る
範
囲
」
研
修
三
七
二
号
（
昭
五
四
）
六
六
頁
、
墨
谷
葵
・
「
暴
行
・
傷
害

を
共
謀
し
た
共
犯
者
の
う
ち
の
一
人
が
殺
人
罪
を
犯
し
た
場
合
に
お
け
る
他
の
共
犯
者
の
罪
責
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
一
八
号
（
昭
五
五
）
一
八
八
頁
等
。

（
8
1
）
　
飛
田
清
弘
・
「
軽
い
甲
罪
を
犯
す
意
思
で
結
果
的
に
重
い
乙
罪
を
犯
し
た
場
合
の
適
用
罪
名
」
警
察
学
論
集
三
二
巻
八
号
（
昭
五
四
）
一
四
八
頁

以
下
、
松
本
光
雄
・
「
暴
行
・
傷
害
を
共
謀
し
た
共
犯
者
の
う
ち
の
一
人
が
殺
人
罪
を
犯
し
た
場
合
に
お
け
る
他
の
共
犯
者
の
罪
責
」
最
高
裁
判
所

判
例
解
説
刑
事
編
昭
和
五
四
年
度
（
昭
五
八
）
七
六
頁
等
。

（
82
）
　
牧
野
英
一
・
増
訂
日
本
刑
法
（
昭
三
）
三
一
八
頁
以
下
。

（
8
3
）
　
金
澤
文
雄
・
「
犯
罪
共
同
説
か
行
為
共
同
説
ー
行
為
共
同
説
の
立
場
か
ら
ー
」
中
　
義
勝
編
論
争
刑
法
（
昭
五
一
）
一
七
一
頁
．
同
・
一
八
三

頁
の
注
（
1
3
）
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
文
献
の
ほ
か
、
土
屋
真
一
検
事
は
、
「
私
は
刑
法
理
論
と
し
て
は
客
観
説
に
立
つ
が
．
共
犯
理
論
と
し
て
は
行

為
共
同
説
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
」
と
さ
れ
（
「
共
同
正
犯
に
お
け
る
錯
誤
」
研
修
三
五
六
号
（
昭
五
三
》
三
〇
六
頁
）
、
木
村
栄
作
検
事
長
も
、

　
「
わ
た
く
し
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
客
観
的
行
為
共
同
説
（
事
実
共
同
説
と
い
っ
て
も
よ
い
）
が
も
っ
と
も
自
然
で
あ
り
、
か
つ
、
妥
当
な
結
論
に
達

す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
平
野
教
授
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
「
行
為
共
同
説
と
い
え
ど
も
、
ま
っ
た
く
構
成
要
件
外
の
事
実
の
共
同
で
足

り
る
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
」
（
…
…
）
。
行
為
共
同
説
が
裸
の
行
為
を
間
題
に
す
る
と
い
う
非
難
は
あ
た
ら
な
い
と
思
う
」
（
「
殺
人
と
傷

害
致
死
と
の
共
謀
共
同
正
犯
」
臼
井
ほ
か
編
刑
法
判
例
研
究
H
（
昭
五
〇
）
一
四
五
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
．

パ　　パ　　パ　　パ　　パ
88　87　86　85　84
）　　）　　）　　）　　）

金
澤
文
雄
・
「
犯
罪
共
同
説
か
行
為
共
同
説
か
1
行
為
共
同
説
の
立
場
か
ら
ー
」
中

内
田
文
昭
・
「
共
同
正
犯
」
西
原
ほ
か
編
判
例
刑
法
研
究
4
（
昭
五
六
）
一
五
三
頁
．

金
澤
文
雄
・
「
犯
罪
共
同
説
か
行
為
共
同
説
か
ー
行
為
共
同
説
の
立
場
か
ら
i
」
中

金
澤
文
雄
・
「
犯
罪
共
同
説
か
行
為
共
同
説
か
1
行
為
共
同
説
の
立
場
か
ら
i
」
中

大
判
大
正
一
一
年
二
月
二
五
目
刑
集
一
巻
七
九
頁
。

四
　
お
わ
り
に

義
勝
編
論
争
刑
法
（
昭
五
一
）
一
七
二
頁
．

義
勝
編
論
争
刑
法

義
勝
編
論
争
刑
法

（
昭
五
一
）

（
昭
五
一
）

一
七
四
頁
以
下
。

一
七
三
頁
．

以
上
、
同
時
犯
の
意
義
並
び
に
共
同
正
犯
の
意
義
及
び
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
は
、
同
時
犯
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は
、
二
人
以
上
の
行
為
者
が
、
意
思
の
連
絡
な
し
に
、
同
時
に
又
は
同
時
に
近
い
前
後
の
関
係
に
お
い
て
、
同
一
若
し
く
は
同
種
又
は
異

種
の
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
を
い
い
、
刑
法
二
〇
七
条
か
ら
導
ぎ
出
さ
れ
る
同
時
犯
は
、
二
人
以
上
の
行
為
者
が
、
意
思
の
連
絡
な
し
に
、

同
時
に
又
は
同
時
に
近
い
前
後
の
関
係
に
お
い
て
、
同
一
客
体
に
対
し
て
、
同
一
又
は
同
種
の
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
を
い
い
、
こ
れ
は

右
に
述
べ
た
同
時
犯
の
一
種
で
あ
る
．
そ
し
て
、
刑
法
二
〇
七
条
は
、
「
共
同
者
二
非
ス
ト
雅
モ
共
犯
ノ
例
二
依
ル
」
と
し
て
、
後
者
の

同
時
犯
を
例
外
的
に
共
同
正
犯
と
し
て
処
断
す
る
も
の
と
し
て
い
る
が
、
逆
に
意
思
の
連
絡
が
あ
れ
ば
当
然
に
共
同
正
犯
に
な
る
の
で
あ

る
か
ら
、
刑
法
二
〇
七
条
は
共
同
正
犯
の
根
拠
条
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
筈
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
共
犯
の
本
質
に
つ
い
て
は
犯
罪
行

為
共
同
説
に
よ
り
つ
つ
、
共
同
正
犯
は
、
二
人
以
上
の
行
為
者
が
、
意
思
の
連
絡
の
下
に
、
共
同
し
て
同
一
又
は
同
種
の
犯
罪
を
実
行
す

る
場
合
を
い
い
、
し
か
も
刑
法
二
〇
七
条
が
結
果
的
加
重
犯
の
共
同
正
犯
及
び
結
果
的
加
重
犯
と
故
意
犯
の
共
同
正
犯
の
根
拠
条
文
に
な

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
得
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
刑
法
の
門
外
漢
で
あ
る
筆
者
が
、
刑
法
総
論
上
の
難
間
中
の
一
つ
で
あ
る
共
同
正
犯
の
意
義
及
び
そ
の
範
囲
の
問
題
に
首
を
つ
っ
こ
み
、

た
だ
た
だ
間
題
の
大
き
さ
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
、
貧
し
い
論
考
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
素
直
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
諸
先

学
の
学
説
の
理
解
に
思
わ
ざ
る
誤
解
、
曲
解
の
非
を
犯
し
た
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
畏
れ
、
大
方
の
御
寛
恕
を
希
い
つ
つ
、
一
応
稿
を
閉

じ
る
次
第
で
あ
る
。
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